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はじめに 
  
 一般財団法人つくば都市交通センターは、つくばセンター地区において安全安心で

利用しやすい駐車場を管理・運営するとともに、公益目的事業としてまちづくり・ま

ち育てなど地域社会に貢献する事業にも積極的に取り組んでいます。 

 葛城地区のまち育ては当財団が公益目的事業としてつくば市、UR、市民、地域、

NPO、専門家等と連携し、市民協働のまちづくりを、ゼロからつくって支援していこ

うとする取り組みです。 

 
当財団として、これは初めての試みになります。スタッフは全員未経験者。担当す

る部署のまち育て事業チーム総勢 3 名は、全員が都市計画も区画整理も、ましてやま

ちづくり活動のことなど全くの素人です。このような中、市民協働まちづくりを支援

し、当財団としてもノウハウの蓄積を図りながら新たな事業の柱を確立させようとし

ています。 

 
平成 24 年 2 月の住民アンケートから始まり、まちづくり勉強会を開催し、テーマ

別ワークショップを経て活動グループが誕生しました。既に存在している住民グルー

プに対する支援ではなく、グループ組成から取り組んだということになります。そし

て平成 26 年度、グループは活動を本格化させてきているという状況です。かなり順

調に推移していますが、これは偏に住民の皆さんの熱意によるものであります。 

 
本書は、これまでの経緯を振り返り、次につなげていくために、成果と課題等をま

とめたものです。 

全国各地では、その地域の実情等に沿って様々な市民協働の取り組み、中間支援の

仕組みがあります。そういう方々に対して何か参考になる点があるのではないか、ま

た、私どもの取り組みに対して皆様からの評価、ご意見をいただくことも期待して発

刊することにいたしました。 

多くの皆様からのお声を頂戴できれば幸いです。 

 

 
一般財団法人つくば都市交通センター 

理事長  伊藤 節治 
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第１章  当財団が取り組むまち育て事業について 

 
１ 当財団の目的 

 

   昭和 63 年設立の当財団は、都市交通の円滑化と都市機能の充実育成を図るこ

とを目的に事業を進めています。 
筑波研究学園都市のセンター地区における安全安心で利用しやすい駐車場の

管理・運営を事業の中心としながら、地域社会に貢献する事業にも取り組んでい

ます。 
   平成 24 年には一般財団法人に移行し、駐車場の管理・運営事業とともに、地

域と連動したまち育て※を事業の一つの柱にするよう積極的に推進しているとこ

ろです。 
 

※ 市、UR、市民、地域、NPO、専門家等と連携し、市民協働のまちづくりを

ゼロからつくって支援していこうとする取り組みです。 
 
２ 葛城地区を先導モデル地区と位置づけ 

 
（1）葛城地区でのまち育て 

   つくば市にある葛城地区※は、つくばエクスプレス沿線開発の一環として UR
都市機構が土地区画整理事業により開発している面積 484ha のニュータウンで

す。つくばエクスプレスの研究学園駅を最寄駅とし、沿線開発の最大規模を誇る

地区で計画人口は 25,000 人、現在人口は 1 万人を超えています。 
   この葛城地区において、当財団は公益目的事業として、つくば市、UR、市民、

地域と連携し、平成 23 年度からまちづくりを支援していくことにしました。 
公益目的事業とは、文字通り、一般財団法人等の取り組む公益目的の事業であ

り、当財団の平成 24 年度事業計画では「…都市機能の充実育成に関して、つく

ば市と連携し…研究学園駅周辺地区等での豊かな暮らしを目指すまち育て方策

の検討など、検証を含めた調査研究を実施し、その成果を TUTC ライブラリーと

して取りまとめ…」と打ち出しています。 
 
   ※葛城地区の概観、名称 
     研究学園駅周辺には地区の核となる商業・業務施設や大規模商業施設等、

さらには駅前高層住居群、つくば市役所庁舎があるほか、徒歩圏内に緑地が

残されているなど豊かな自然環境にも近接しています。 
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     それらを取り囲むようにして田園や既存の集落、平地林や屋敷林など、つ

くばの原風景が今も多く残っています。 

     また、周辺には、多くの神社・仏閣、城址等の遺構があり、この地域の歴

史の古さを感じさせ、近年整備されてきた駅周辺や計画的住宅地等の新しい

施設や新たに入居してくる人の動きとともに新旧交えた重層的な地域資源が

点在していることが地区の特徴といえるでしょう。 

     地形は、蓮沼川及び谷田川支川から伸びる谷津田が標高 16～20m となっ

ているほかは地区の大部分が標高 24～28m とほぼ平坦な地形が広がってい

ます。 

 
当地区の名称については、従来の地名による葛城地区、駅名から研究学園

駅地区、両方を合わせた研究学園葛城など、いろいろな名称が見受けられま

す。 

     この事業の取り組みの中から誕生した活動グループの名称は「研究学園グ

リーンネックレスの会」であり、研究学園という文字を使おうとメンバーの

方たちが考えて名付けています。 

     一方で、「筑波研究学園都市建設法」の中で定められている「研究学園地区」

は「筑波研究学園都市の地域のうち、移転し、又は新設する機関の施設を建

設し、並びにこれらと一体として公共施設、公益的施設及び一団地の住宅施

設を整備すべき区域であって政令で定めるもの」とされています。 

     これらのことから、本書においては、混同を避けるべく、原則として葛城

地区、を使用することとし、固有名詞などについては実際に使用されている

名称で表記することにします。 
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〈位置図〉 
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（2）区画整理事業完了後のスモールまちづくり 

 

   葛城地区での取り組みは、換地処分後のまちづくりを何とかしたいという、つ

くば市、UR の意向を踏まえたものです。 

   基盤整備後の持続可能なまちづくりが実現していけば、楽しいコミュニティが

作られ人々がいきいきと暮らせるまちとなり、区画整理事業の事業効果が今まで

になく発揮できるものになるのではないでしょうか。 

   これを当財団では「スモールまちづくり」と名付け、まちづくりビジョンを皆

で作り共有し、市民協働でまちづくりを進めていくことを目指しています。 

こうした試みを通して課題を明らかにするとともに、成熟社会における新たな

まちづくりの枠組みを見出したいと考えています。 
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第２章  葛城地区で取り組みがスタート 

 
１ 住民の方たちにアンケート（平成 23 年度） 

 
（1）アンケート調査の実施 

   この地域にお住まいの方が地域活動に関してどのような考えを持っていらっし

ゃるのかを把握しようと、まず、アンケート調査から始めることにしました。 

   平成 24年 2月、つくば市長との連名でアンケート用紙を配布。配布総数は 2,953

世帯分で、このうち新規に参入された方は 2,330 世帯、従来からお住まいの方 623

世帯となっています。 

   配布方法については、従来からお住まいの方々の世帯には区会の回覧で対応し

ていただき、新規参入された方々の世帯については共同住宅、戸建て住宅ともに

直接ポストに投げ込みをさせていただきました。 

   回答総数は 741 世帯に上り、回答率は 25％と、こういう種類のアンケートと

しては高めの回答率で、たくさんの方から考えを伺うことができました。 

  
（2）アンケート調査の結果 

   これから地域活動等に参加したいかどうかの問いでは、「広報などを通じて情報

のみを知りたい」が 4 割で最も多く、次いで「セミナーやワークショップなどの

地域活動に積極的に参加したい」、「アンケートやインターネットであれば意見を

述べたい」が 2 割前後となっています。一方で「あまり関わりたくない」という

考えは 7.8％と低い数値でした。 

 
（3）アンケートのもう一つの目的 

   このアンケートのもう一つの大きなねらいは、地域活動のワークショップやセ

ミナーなどに参加してくれるモニターを募集することであり、これについてはあ

りがたいことに 130 名の方から応募がいただけました。 

   このモニター募集をきっかけにして、まちづくり勉強会を開催していくことに

なるのですが、熱心なモニターの方々はその後、活動グループを組織し中心とな

って活躍していくことになります。 

 

 

5



9 
 

 

 

 

  

葛城・研究学園地区まち育てアンケート調査報告

1） 　つくば市と共同にて調査を実施
　ＴＸ沿線に出来た新しいまちである葛城・研究学園地区が、豊かで暮らしやすい魅力ある
まちとして育っていくための支援をするため、同地区に住まわれている方々の、地域活動に
関する意識調査をアンケート形式にて実施した。

2） 調査日と対象地区
イ 調査、配布日　＝　平成24年2月

ロ 配布総数 2953件

（1）在来の居住者 623件
　　　つくば市の配布ルートによる配布　
（2）新規の居住者 2330件
　　  ポスティング

ハ 回答総数 741件 回答率 25.0%

3） 地域活動について
イ 今後、地域活動等に参加したいか

選択肢

１：　セミ
ナーや
ワーク
ショップな
どの地域
活動に積
極的に参
加したい。

２：　セミ
ナーや
ワーク
ショップな
どの地域
活動に発
起人とし
て自ら立
ち上げた
い。

３：　アン
ケートやイ
ンターネッ
トであれば
意見を述
べたい。

４：　広報
などを通じ
て情報の
みを知りた
い。

５：　あまり
関わりたく
ない。

６：　その
他
無記入

総数　785 175 11 154 319 61 65
重複回答 22.3% 1.4% 19.6% 40.6% 7.8% 8.3%

（1）在来の居住者　　　　　
197 43 2 19 76 29 28

100.0% 21.8% 1.0% 9.6% 38.6% 14.7% 14.2%

（2）新規の居住者
588 132 9 135 243 32 37

100.0% 22.4% 1.5% 23.0% 41.3% 5.4% 6.3%

4） モニター応募者数 ○ﾓﾆﾀｰ応募者で、3）-イ（1.積極的に参加したい）を

総数 はい いいえ 選択した数
741 130 611 合計 76

100.0% 17.5% 82.5% 　在来の居住者 18

　新規の居住者 58
在来 新規

29 101

5） 地域活動等についての自由意見　（記述回答）
210件（在来　30件、新規　180件）の自由意見を得た。
①行政等に対する要望等、　　　　　　97件
　・道路、公園関係（22）　・集会所等（19）　・図書館等の施設（28）　・自治会組織等（6）　・他（22）
②まちづくり活動に対する提案等、　29件
　・イベント等（8）　・歴史文化等（6）　・子育て等（7）　・他（8）
③財団に対して　　　　　　　　　　　　　22件
④今後の進め方等　　　　　　　　　　　　9件
⑤一般的な感想等　　　　　　　　　　　53件
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２ 研究会と勉強会でビジョンづくり（平成 24 年度） 

 
（1）ビジョンづくりに向けての準備 

   住民主体のまちづくりを進めるにあたっては、皆で共有できるビジョンを作る

ことが必要となりますが、そのためにはまず、まちづくりについてのベースの考

え方を参加者全員でおさえておくことから始めなければなりません。 

   そこで、モニターの方たちに参加してもらって勉強会を開催しようということ

になりましたが、勉強会を開くにあたっては当財団だけでなく都市計画やワーク

ショップなどの専門家と一緒に準備をしていくことで参加者の理解が深まるだ

ろうと考えました。 

   まちづくり活動を進めるにあたっては、 

・ビジョンを作って皆で共有 

↑ 

・そのためにはモニターの方たちに参加してもらって勉強会を開催 

  ↑ 

・よりよい勉強会にするためには専門家と当財団で事前に準備 

という流れで進めることにしたわけです。 

 
（2）研究会 

   よりよい勉強会にしようと、当財団が事務局になり、専門家の方々からなる研

究会を組織しました。 

   名称は葛城まちづくりビジョン研究会。座長は元 UR 茨城地域支社長、副座長

は当財団理事長が務めました。メンバーは㈱計画工房、NPO birth、UR などで、

つくば市はオブザーバーとして参加していただきました。事務局は当財団の企画

業務部まち育て事業チームです。 

   平成 24 年度は 5 月のプレ研究会から始まり、翌年 2 月まで都合 9 回の研究会

を開催しています。内容は、各分野の事例研究とビジョンについての検討、勉強

会開催にあたっての資料の確認と進め方、勉強会で行う「まち歩き」の準備など、

勉強会と連動しながら準備とフィードバックを繰り返しながら進めていきまし

た。 
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平成 24 年度のまちづくりビジョン研究会 活動経緯と検討内容 

    
年 月 ビジョン研究会における検討内容等 

平成 24 年 5 月 25 日 葛城ビジョン研究会（プレ研究会）（p.m.第 1 回勉強会） 
・平成 24 年度の進め方 
・ビジョンの検討分野、役割分担 
・活動スケジュール 

平成 24 年 6 月 28 日 第１回葛城ビジョン研究会 
・事例研究（みどり系その１）…birth より 

平成 24 年 7 月 17 日 

 

第２回葛城ビジョン研究会（第 2 回勉強会後） 
・事例研究（みどり系その２）…birth より 
・ビジョンについての検討 

平成 24 年 8 月 22 日 第３回葛城ビジョン研究会 
・事例研究（センター系）…計画工房より 
・事例研究（歴史文化系）…TUTC より 
・第 3 回勉強会（まちあるき）の方法について 

平成 24 年 9 月 24 日 第４回葛城ビジョン研究会 
・まちづくりビジョンの骨子（中間骨子）確認 
・ビジョンの全体フレームの整理、確認 
・第 3 回勉強会（まちあるき）に関して 

平成 24 年 10 月 30 日 第５回葛城ビジョン研究会 
・シンボルプロジェクトの実現方策について 
・第 4 回勉強会内容と資料イメージの確認 

平成 24 年 11 月 19 日 第６回葛城ビジョン研究会 
・第 4 回勉強会の内容説明及び確認（各者より） 
・第 4 回勉強会の進め方 

平成 25 年 1 月 22 日 第７回葛城ビジョン研究会 
・第 5 回勉強会の資料確認（各者より） 
・第 5 回勉強会の進め方 
・ビジョンの全体フレームの確認 

平成 25 年 2 月 25 日 第８回葛城ビジョン研究会 
・各ワークショップのまとめ 
・今後の進め方（W.S.及び H25 年度まち育て事業） 
・H24 年度のまとめ、総括 
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（3）勉強会「みんなで始めるまち育て」 

  ①最初の勉強会 

   さて、いよいよ勉強会です。130 名のモニターの方とは当然、面識がありませ

ん。どんな方がいらっしゃるんだろう？ そもそも何人くらい来てくれるんだろ

うか？ 財団の担当部署はソワソワし出します。資料説明は何度か予行練習を行

い、想定される質問等についても一応の準備はしました。 

 
   勉強会のタイトルは「みんなで始めるまち育て」。平成 24 年 5 月 25 日から翌

25 年 2 月 8 日までの間に計 5 回開催し、最後の 5 回目は、その後のグループ誕

生に結びつくテーマ別ワークショップも行いました。 

   基本的に研究会で準備し勉強会に臨むということになりますが、直前会合と称

して午前中に研究会、午後に勉強会という日程も何度か組みました。 

 
   第 1 回はつくば市役所の会議室をお借りして実施し、33 名の方が参加してくれ

ました。つくば市の担当課長にご挨拶いただき、当財団理事長が住みよいまちづ

くりについての主旨説明、そして財団職員がアンケート結果の報告、まちづくり

活動の事例紹介（越谷レイクタウンと地元葛城地区）を行いました。 

   予行練習の甲斐あってか比較的スムーズに進行しましたが、マイクを使わなか

ったため後ろの席まで声が届かなかったなど初歩的なミスもありました。よく言

えば実践を通して会議運営の勉強をしているということでしょうか。 

 
   モニターの方からはいろんな意見が出ました。市役所を会場として、行政マン

もいる中では市に対する要望等もいくつかありましたが、これに対しては、そう

いう観点も必要ですが、それを主とした勉強会ではなく、ボランティアベースで、

市民協働でまちづくりを進めていくための勉強会とする旨の説明をしました。 

 
   終了後には必ずその日の勉強会についてアン

ケートを取るようにしていますが、第 1 回につ

いては「興味深かった」が 44％、「まあまあ」

が 47％という結果でした。 

   積極的な意見としては「いろいろ知っていく

と素晴らしいまちになると思えた」、また、「ま

ちづくりというよりコミュニケーションづくり

であることが分かった」という鋭い指摘もあり

ました。 

9
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  ②地域資源を持ち寄って、まち歩き 

   参加者は第 1 回の 33 名が最も多く、2 回が 15 名に半減したものの、3 回目か

らは 25 名前後に持ち直しました。 

   開催曜日の設定についても悩みました。第 1 回勉強会のアンケートでは、平日

開催の希望者が過半数を占め、休日希望は 15％しかいませんでした。しかし、第

1 回の開催曜日が平日であったため、その日に参加できた方にお聞きして平日希

望が多くなるのは当然といえば当然です。 

   ポスティング及び回覧方式で住民の方対象に行った前述のアンケート調査での

回答者属性では、男性では 60 歳代以上が 34％で最も多く、30 歳代、40 歳代が

それぞれ 22％で続きます。女性では

30 歳代が 4 割近くを占めています。 

   職業につきましては、会社員が 4

割でトップですが、無職とその他を

合わせると 46％にもなります。 

   これらをみて、また、会場の都合

や各種準備等の都合を考慮し、総合

的に判断して平日昼間の開催を基本

にしていくことにしました。 

 

 
   2 回目以降の勉強会は、 

   ・第 2 回 モニター持ち寄りの地域資源とまちづくりへの活用ワークショップ 

   ・第 3 回 第 2 回の地域資源をもとにまち歩き 

   ・第 4 回 地域資源情報の共有とビジョンづくりのワークショップ 

   ・第 5 回 ビジョン（案）提案 

テーマごとの目標、進め方などについてのワークショップ 

  という流れで進めていきました。特に第 3 回のまち歩きは UR からマイクロバス

を出してもらって現地を確認し、気づいた点、提案、感想などをチェックシート

に記入していってもらうということを実施しま

したが、これが魅力的な取り組みだったのか、

この回から出席率が回復してきています。 

   「地元にいながらこんなところがあるなんて

知らなかった」など新鮮な驚きがあり、まちづ

くりの導入部分としてまち歩きは重要であり効

第 1 回勉強会参加者アンケート結果(抜粋) 
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果的なメニューであるということを実感しました。地元に住んでいるからこそ、

自分たちのまちを再認識、再発見する行為は必要であり、参加者のそういう声を

聞きながら、今後の展開に期待が持てる一日となりました。 

   さて、その地域資源ですが、このネタはモ

ニターの方々の持ち寄りです。第 1 回勉強会

で参加者に“宿題”を出し、第 2 回の前まで

に自分のおすすめポイント、気になっている

場所、素敵なお店や名所旧跡などを出しても

らうことにしました。80 か所ほどのポイント

（重複回答含

む）が出され、それを一覧にまとめ、地図上にプ

ロットし、第 2 回勉強会ではそれをモニターの方

に解説してもらいながら、今後のまちづくりにど

う生かしていくかなどを話し合いました。 

   自分の知っているおすすめポイントを説明する時、その説明者の表情はもちろ

ん誇らしげです。 

 
  ③ビジョンづくりは“恋歌づくり” 

   勉強会も回を重ねるうちにおなじみの顔ぶれがそろうようになりました。この

方たちが、その後の活動グループの中心メンバーになっていきます。 

   第 4 回勉強会。ここからビジョンづくりの具体化に結びつけていきます。 

   地域資源のマップを見ながらまちづくりのポイントなどを話し、また、他地区

でのまちづくり事例を示して、葛城地区でのビジョンづくりについて説明。その

後はグループに分かれてのワークショップで、やってみたいことなどを話し合い

ました。ファシリテーターは研究会の方々が務めましたが、さすが専門家、楽し

い雰囲気の中、参加者からどんどん意見を引き出していきます。この回の終了後

アンケートでワークショップについては「とてもよかった」が 85％。 

   参加者から出された、やってみたいプロジェクトは多岐に渡ります。散歩道づ

くり、歴史資産マップづくり、通りや公園に愛称をつける、桜まつりなどのお祭

り、市民参加の花壇づくり、朝市、オープンカフェ………などなど。 

 「つくば恋歌」を作る、というのもありました。当の本人は、その後、本当に作詞

までしてしまいました。後は曲をつけるだけです。（簡単に言いますが） 

   研究会座長もこの回の勉強会のしめくくりで、まちづくりビジョンとはまちの

未来への恋歌を描き、唄うこととおっしゃっています。自分たちの住んでいるま

ちを愛し、育み、未来まで歌い継がれていくことを願って。 

11



15 
 

みんなで始めるまち育て勉強会の経緯及び内容 

 
 
 
  

第 2 回 勉強会 

平成 24 年 5 月 25 日 
13:30～15:00 

参加者 33名 

平成 24 年 7 月 17 日 
14:00～15:30 

参加者 15名 

 葛城地区でのまちづくりについて 

【主な内容】 

・住みよいまちづくりについて 

・アンケート報告、事例紹介 

（越谷レイクタウン、葛城地区の

活動） 

 

 地域資源マップづくり 
【主な内容】 

・地域資源マップを見ながらまちづ

くりへの提案等意見を出し合う。 

・ワークショップ形式（2 グループ） 

第 3 回 勉強会 
平成 24 年 10 月 23 日 

13:15～16:30 
参加者 26名 

 地域資源まちあるき 
【主な内容】 

・モニターから提案いただいた地域

資源のうち 13 ヶ所をポイントと

し、バス・徒歩にて現地視察。 

平成 24 年 12 月 4 日 
14:15～16:30 

参加者 24名 

 地域資源マップの共有 
【主な内容】 

・第 3 回勉強会までに得られた地域

資源情報、それらに対する意見や

提案等を整理した地域資源マップ

を見ながら、まちづくりビジョン

づくりについて説明。 

・やってみたい活動やプロジェクト

等について話し合い。 

・ワークショップ形式（4 グループ） 

第 5 回 勉強会 
平成 25 年 2 月 8 日 

14:30～16:30 
参加者 25名 

 葛城まちづくりビジョン提案・ 
テーマ別ワークショップ 

【主な内容】 

・まちづくりビジョン（案）の説明。 

・第 4 回勉強会後にモニターに対し

て実施した、興味のあるテーマに

ついてのアンケートに基づき、み

どり、タウンセンター、歴史・文

化の 3 グループに分け、ワークシ

ョップ形式にて話し合い。 

・それぞれのテーマにおける具体的

なシンボルプロジェクトについて

意見交換、課題確認等。 

平成 25 年 3 月 

（郵送） 
 勉強会終了のお知らせ・今後のワークショップについての案内通知 

第１回 勉強会 

第４回 勉強会 

研 5/25 

研 6/28 

研 7/17 

研 8/22 

研 9/24 

研 10/30 

研 11/19 

研 1/22 

研 2/25 

〈研究会〉 
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（4）「グリーンネックレス構想」 

   ここまで 4 回の勉強会をしっかりと踏まえ、研究会では最終の勉強会にまちづ

くりビジョンを提案しました。 

   研究会が参考にしたのは、住みよいまちづくり国際賞「リブコム（ the 

International Awards for Liveable Communities）」。景観、歴史・文化、持続可

能なコミュニティなど６つの評価項目において、世界各地のまちづくりを評価す

る、UNEP（国連環境計画）が承認する国際表彰制度です。この評価基準をもと

にまちづくりの目標を設定するなどしています。 

 
  ①葛城まちづくりビジョンの構成 

   名称は、グリーンネックレス構想。葛城地区及びその周辺の地域資源を結ぶと

緑のリングのようになるため、そこから、ビジョンが目指す姿として名づけまし

た。 

・コアビジョン・まちづくりの目標・目標達成のための計画・目標達成の仕組

みからなります。 

ビジョンだけだと絵空事になりがちですので、目標をきちんと立て、それを実

現するための計画を作り、組織や資金といった下部構造も示そうということで、

上記のような４つの構成になりました。 

  「コアビジョンについて」 

   ビジョンという言葉はいろいろな意味で使われていますが、ここではリブコム

の理念を準用し次のようにまとめました。「葛城地区の優れた地域資源を評価・

維持向上させ、新旧の文化・余暇活動・健康的なライフスタイルなどが持続的に

享受できるコミュニティづくりを目指します」 

   平たく言えば、地域資源を生かし子子孫孫まで気長に住みよいまちづくり・地

域社会づくりをしようということになります。 

  「まちづくりの目標について」 

   まちづくりの基準として、国際的に評価されてきているリブコムの６つの基準

に準じ、本地域の特性を生かしたまちづくり目標を以下のようにわかりやすく設

定しました。 

   1 市民協働のまちづくり 

   2 健康的なライフスタイルの実現 

   3 環境配慮への取り組み 

   4 歴史文化資源の評価、活用 

   5 景観の向上 

   6 まちづくりビジョンの共有化 
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  「目標を達成するための計画について」 

   まちづくりは広範囲に渡りますのでそれを整理するためにまず、葛城３原則を

作りました。 

   市民協働が基本ですから何でもできるわけではありませんので、第一原則とし

て「できることから始めよう」とハードルを下げました。さりとて現実に重要な

テーマがあり、活動団体としての体力に応じてやれることはやっていこうという

ことで、第二原則として「新たなテーマを発掘しよう」と将来につなげました。

第三原則は「まちづくりビジョンを共有しよう」としました。これは個々のまち

づくり活動がややもすると視野狭窄に陥ったり、マンネリ化したりしがちですの

で、多くの人に常に先を見据え広い視野を持っていてほしいという趣旨で設けま

した。 

   勉強会でこうした議論を通じ３つのテーマ「みどり維持活用」「タウンセンター

の活性化」「歴史文化・地域資源の発掘評価」がにじみ出てきました。そしてテ

ーマごとに目標、シンボルプロジェクト、実現シナリオを掲げより実現性の高い

計画を作りました。 

   シンボルプロジェクトについては、各目標を達成するために象徴的で、取り組

みやすいプロジェクトを選定し、とにかくまちづくりの実感をつかんでもらうこ

とが狙いです。また、実現シナリオはプロジェクトの実現のための方法論と将来

に向けて筋道を簡単に示しました。 

  「目標達成の仕組みについて」 

   市民協働によるまちづくりを基本とし、それを支援するための仕組みを検討す

ることとしました。 

   1 市民活動団体の誕生を促します 

     テーマごとのワークショップを通じて活動団体の誕生を促します。 

   2 活動団体の自立を支援します 

     専門家による活動支援等を行い、活動団体の自立を促します。 

   3 NPO、活動団体代表、地域企業、研究会メンバー等趣旨に賛同する者から

なるまちづくりプラットフォームを設置し、次のことを実施（当面の事務局：

当財団）─団体間交流、シンボルプロジェクトの促進・支援、新たなテーマ

の発掘、まちづくりの PR 

   4 資金等 

     当財団の公益目的支出、つくば市のまちづくり関連資金、寄付金などを組

み合わせて活用していくこととしました。 
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    ②中間支援機能 

こうした仕組みを動かすには、いわゆる中間支援組織が必要となりますが、

ここで少し私たちが考えている中間支援組織について整理しておきます。 

一般的に中間支援組織の役割は、「地域の NPO など活動団体の育成」「地

域社会でのネットワークづくり」「NPO 等活動の一般社会への啓発」が主た

るものと言われております。 

最近ではこれらに加え「行政との協働や市民参加の促進」「団体間の交流

促進」「企業の社会貢献活動の促進支援」に重きが置かれるようになっている

ようです。行政側が市民協働を推進しだしていること、企業の CSR（企業の

社会的責任）意識が高まっていることなどの傾向を反映しているものと考え

られます。 

こうした社会一般の動きに照らし合わせてみると、私たちが葛城まちづく

りビジョンに掲げる「目標を達成するための仕組み」と概ね照応しているよ

うです。したがってこの仕組みを動かすことが中間支援組織の機能と言える

と思います。 
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葛城まちづくりビジョン 
「グリーンネックレス構想」 
「葛城地区の優れた地域資源を評価・維持向上させ、新旧の文化・余暇活動・

健康なライフスタイルなどが持続的に享受できるコミュニティづくりを目指す」

関東を代表する平地林などの自然環境と都市的な環境が融合する葛城地区において、

人々が生き生きと暮らせるまちづくりを、持続的に進めるために「葛城まちづくりビジョン

～グリーンネックレス構想～」を提案する。

提案は【 】葛城まちづくりの目標、【 】目標を達成するための計画、【 】目標を達成す

るための仕組み、からなる。

1 葛城まちづくりの目標 

まちづくりの基準として、国際的に評価されてきているリブコムの6つの基準に準じ、本地域の特性を
生かしたまちづくり目標をわかりやすく設定 

（１） 市民協働のまちづくり 
 つくば市、地域の団体と協働して、まちづくりを進めよう。 

   自分のまちは自分で作ることにより、持続可能なまちづくりが可能となり、わがまち意識が高まる。 

 
（２） 健康なライフスタイルの実現 

 健康なライフスタイルが実現できるよう、まちの設えと仕組みを工夫しよう。 

   住民交流が盛んになり、誰もが健康に暮らせるまちとなる。 
 
（３） 環境配慮への取組み 

社会・文化・経済・環境の各分野で、持続可能になるような取り組みをしよう。 

    地球規模での環境改善を意識し、地域でできることから取り組むことにより、人々の誇りとなる。 
 
（４） 歴史文化資産の評価、活用 

 地域の歴史文化資産について学び、評価し、まちづくりに活かそう。 

   歴史文化資産は地域のアイデンティティを高め、それを学ぶことにより人々の誇りとなり、 

   また、地域への愛着が増す。  
 
（５） 景観の向上 

葛城地区の地域資源を活用し、景観を良くしていこう。 

    景観の向上により人が集まり、さまざまな活動が生じ、市民の誇りが生まれる。そのことにより 

    地域の質が上がる。 

 
（６） まちづくりビジョンの共有化 

みんなでつくったまちづくりビジョンを共有しよう 

    ビジョンを共有し、一つ一つ計画を実現することにより、持続的なまちづくりが可能となる。 

※1 

1 

〈資料〉
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2 目標を達成するための計画 

「葛城三原則」 

葛城地区の豊富で優れた緑環境の維

持向上を基本に、街の将来像を描きな

がら、テーマごとに着実に持続可能なま

ちづくりを進める。 

❶ できることから始めよう 

❷ 新たなテーマを発掘しよう 

❸ まちづくりビジョンを共有しよう 

「テーマ別計画」 

（１） みどりの計画 
①目標 

   葛城地区及び周辺の里山のみどり資源「花」「森」「農」を市民協働で育み、緑の基軸 
   （グリーンネックレス）となる自然環境とコミュニティづくりを進める。 
 
  ②シンボルプロジェクト 
   葛城地区の現在、あるいは将来を象徴する、みどりを生かしたプロジェクトを進める。 
   （例示） 
    ・市民緑地における市民協働による環境整備・維持管理 
    ・千本桜プロジェクトとの連携など 

 
  ③実現シナリオ 
   ワークショップ、市民講座などを通して担い手を育成し、プロジェクトを地区全体に展開する。 
 
 
（２） タウンセンター活性化計画 

①目標 
   葛城地区の玄関口であり、また街の顔でもあるセンター地区において、明るく楽しく、人々が 
    留まり、交流する、にぎわい感ある界隈づくりを進める。 
 
  ②シンボルプロジェクト 
   駅前広場周辺の歩行空間などグリーンネックレスを活用し、四季を感じるまちを 
    演出するとともに、にぎわいづくりのためのプロジェクトを進める。 
 
    （例示） 
    ・オープンカフェ・マルシェなど 
    ・七夕・イルミネーションなど 
    ・駅前広場・通りなどの景観向上 

 
 
  ③実現シナリオ 
   研究学園駅センター地区協議会と連携し、実証実験などを通じ、点から面に展開しながら 
   界隈性を作り出す。 
 

※2 

2 

〈資料〉
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（3） 歴史文化・地域資源を生かす計画 
①目標 

    地域の歴史文化資産を含む地域資源を学び評価し、新たな文化も薫るまちづくりを進めると 
    ともに、市民の交流を図り、時を重ねてきた地域への理解を深め愛着を育む 
 
  ②シンボルプロジェクト 
    有識者等とも連携し、歴史文化資産を含む地域資源を整理し、まちづくり全般に活かす。 
    （例示） 
    ・地域資源マップの作成 
    ・案内板などを設置し散歩コースなどを設定 

 
  ③実現シナリオ 
    地域の歴史文化等について学ぶための場づくりなどを促し、地域交流を進め、歴史文化等を 
     生かす計画を提案する。 
 
 

3 目標を達成するための仕組み 
市民協働によるまちづくりを基本とし、それを支援促進するための仕組みを検討 

（１） 市民活動団体の誕生を促す 
 テーマごとにワークショップなどを通して活動団体の誕生を促す。 

 
 
（２） 活動団体の自立を支援する 

 専門家による活動支援等を行い、活動団体の自立を促す。 
 
 
（３） NPO、活動団体代表、地域企業、研究会メンバー等趣旨に賛同する者からなる 

 まちづくりプラットフォームを設置し、以下のことを実施。 
（事務局：一般財団法人 つくば都市交通センター／ オブザーバー：つくば市） 

  ① 団体間交流 

    ② シンボルプロジェクトの促進・支援 

    ③ 新たなテーマの発掘 

    ④ まちづくりのPR 

 
（４） 資金等 

 つくば都市交通センターの公益目的支出、つくば市のまちづくり関連資金および支援、地域の 
   寄付金などの組み合わせ 
 

※3 

※１ リブコムとは、「The International Awards for Liveable Communities」の略称で、質の高い環境・景観の保全・創造に
よる住みよいまちづくりの国際賞。世界の地方自治体が模範的な住みよいコミュニティづくりの成果を競い、優秀な成果をあげた
自治体やプロジェクトを表彰する世界で唯一の国際コンペで、その活動はUNEP（国連環境計画）が認証する最高位のランクに位置
づけられている。 
 
※２ 目標を達成し、ビジョンを実現するために、３つのテーマ以外に「少子高齢化」「環境・景観」等と重要なものがあるが、
今後、まちづくりの仕組み作りとあわせて取り上げていく予定である。 
 
※３ 平成25～27年度までの3か年を限度に実施し、その間に地域団体へ移譲することとするが、その後の支援方法も検討する。 3 

〈資料〉
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３ ３つの活動グループが誕生（平成 25 年度前半） 

 
（1）ビジョンのテーマ別にグループ分け 

   前年度に実施した勉強会の最終日（平成 25 年 2 月 8 日）は、まちづくりビジ

ョンの提案とともに、テーマ別のワークショップも開催しました。みどり系、セ

ンター系、歴史文化・地域資源系の３つです。モニター銘々の希望に沿ってグル

ープ分けを行い、シンボルプロジェクトなどについて話し合いました。 

   そもそも活動グループが誕生した時期はいつになるか。テーマ別でグループに

分かれた日、グループが個別に会合を持った最初の日、メンバーが名簿に登録し

た日、規約を作った日…ざっくり言いまして平成 24 年度末から平成 25 年度前半

にかけて、ということになります。 

   振り返りますと、こうした活動団体の組成というものはそう簡単にできるわけ

ではありません。勉強会を通して、各人がお互いになじんできたことが大きく効

いたように感じます。いろいろな議論、会話、まち歩きなどを重ね各人の考え方、

人となりを理解しあい、これならやっていけるなという呼吸が合ってきたタイミ

ングを見計らってグループ化を提案していきました。 

 

    
（2）グループごとにワークショップ 

   グループのメンバーは、それぞれがやりたいことをいろいろと持っています。

一部メンバーからは「早く動こう」という声も聞こえてきます。 

それをまとめて、絞り込んで、優先順位をつけて、具体にどう進めるか、役割

分担は…いやいや、ここはあせらず、じっくりと。葛城三原則の第一原則は「で

きることから始めよう」です。手綱を引いて、走り出すのをおさえて、合意形成

を図っていくよう努めました。 

また、具体の提案をされた方から反映されていないと不服の意見も。あらため

て説明していただいたのですが、素晴らしい提案ながらすぐに取り組むのはむず

かしいと他の方は感じたようでした。 

   平成 25 年度の研究会はワークショップの対応が中心となりました。みどり系

は NPO birth、センター系は㈱計画工房、歴史文化・地域資源系は当財団です。 
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  ①みどり系 

   話し合いの中から出てきたのが「葛城はなもりファームタウン構想」。花・森・

農を育む市民協働のみどりのまち育てという構想です。 

   ・花─当面の活動エリアは駅前のタウンセンターとし、地権者、公共機関など

の了解が取り付けられた場所に花などを植える活動を行う。また花苗の調達

は公共機関の制度の活用することなどを検討する 

   ・農─近郊に農地が広がっていることから、地権者から了解が得られる畑を探

し、子供、若者、老人等がふれあえる場所として活用できるような環境を構

築することの検討を行う 

   ・森─近隣に自然豊かな森があることから、憩いの場所となるようなお手伝い

がグループとして行えないか、その可能性について検討していく 

ということを決め、その上で、まずは小さい花壇づくりから始めていくこととし、

同時にガーデニングのことを学ぶ機会をつくろうということになりました。 
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 みどり系グループワークショップ等の開催経緯 

●みどり系の構想についてのワークショップ 

ワークショップ 
みどりいっぱいの

まちづくり「花」

「森」「農」を育も

う！  

日 時 
参加人数 

内 容 

平成 25 年 9 月 7 日（土） 
14:00～16:30 
 
6 名 

1. 自己紹介 
2. まちづくりビジョンについてとこれま

での振り返り、他グループの活動状況報

告 
3. みどり系の構想について 

目的：これからグループで取り組んでいく方向性をメンバーで共有 
成果：葛城はなもりファームタウン構想という大きな方向性をメンバーで共有し、 

「花」、「森」、「農」それぞれの観点で今後具体化していきたいことなどを 
意見交換。まずタウンセンター地区での花壇づくり等からスタートさせることを 
確認した 

 

●民有地を利用しての花壇づくり活動に向けた実践型ワークショップ 

ワークショップ 

花壇づくり 

 

日 時 
参加人数 

内 容 

第 1 回 
平成 25 年 10 月 4 日（金） 

10:00～12:30 
8 名 

花壇デザインを考えよう 
1. 自己紹介 
2. 花壇の現状についての意見出し 
3. 花壇デザイン案について意見交換 

第 2 回 
平成 25 年 10 月 18 日（金） 

10:00～15:00 
9 名 

花壇に花を植えよう 
1. 花植え手順の確認、指導、作業開始 
2. 今後のお手入れ等について 
 

目的：民有地での（ポンパドウル）花壇づくり WS 
成果：地権者の了承を得て、花植え活動を開始 
   維持管理についてもグループの体制を整えて対応していくことを確認した 
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●組織強化、活動計画作成等ワークショップ 

ワークショップ 
活動計画、規約 
づくり等 

日 時 
参加人数 

内 容 

平成 25年 11月 24日（日） 
9:30～12:00 
6 名 

1. みどり系ｸﾞﾙｰﾌﾟの活動計画等について 
2. 活動方針 
3. 今後の予定 

タウンとの合同ＷＳ 

平成 25 年 11 月 25 日（月） 
9:30～11:45 
10 名 

1. 花壇づくりの振り返り 
2. タウンセンターのみどり活動をどのよ

うに進めていくか 
3. 花壇に名前をつけよう！ 

平成 26 年 2 月 8 日（土） 
10:00～12:00 

 

     7 名 

1. 今までの取組み状況報告 

（アダプト・ア・ロードへの登録、 

ウエルカムフラワーcityつくばへの花

苗申請など） 

2．グリーンの会規約について 
3．平成 26 年度グリーン活動計画 

（花植え、水やり等） 
  目的：平成 25 年度の振り返りと平成 26 年度活動計画作成 
  成果：次年度活動計画及び規約を作成し、グリーンの会として動き出した 

 

●公共花壇等の整備に向けたガーデニング講座ワークショップ 

ワークショップ 

公共花壇等整備 

 

日 時 
参加人数 

内 容 

平成 26 年 3 月 9 日（日） 
9:00～11:00 

 

ガーデニングミニ講座 
1．公共花壇についての基礎知識 
2．公共花壇事例紹介 

目的：公共花壇や街路樹枡への花植えについての基礎知識を学ぶ 
  成果：市役所との調整を行い、助成制度なども勉強して公共花壇や街路樹枡での花植え

を実施、維持管理活動を開始した 
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  ②センター系 

   駅周辺街区をより魅力的で活気あるエリアとするために、賑わいづくり、界隈

づくりが可能な場所や地域資源を詳細に現地調査していく必要があります。 

   現状把握をした上で取り組んでいくものとして、・駅前空間などを活用したオー

プンカフェの検討・環境美化・イルミネーションの魅力向上・新たなイベントや

活動の創出などの案が出されました。 

   それぞれの事業は、先行して活動している団体等との調整や連携可能性、公共

機関との調整、地権者との調整、活動組織づくり、資金調達等の課題をクリアす

る必要があります。そのため、これら個々のプロジェクトを整理して、ビジョン

に基づくタウンセンターのまちづくり構想として、ある程度時間をかけて作成し

ていくことにしました。 

   その上で、できることから具体の活動をしていくことでメンバーの意見が一致

し、賑わいづくり・交流づくりのイベント企画、タウンセンターの地域資源マッ

プ作成を活動の柱とすることにしました。 

 

タウンセンター系グループのワークショップ等の開催経緯 

●タウンセンターのまちづくり構想作成のためのワークショップ 

タイトル 日時、参加人数 内 容 
第 1 回 

ワークショップ 

平成 25 年 4 月 22 日（月） 
14:30～16:45 
 
10 名 

1. 趣旨説明、進め方について 
2. 自己紹介 
3. これまでの意見・提案の整理 
4. 提案事項に対する現状と課題のチェック 
5. 意見交換・ワークショップ 

第 2 回 

ワークショップ 

平成 25 年 6 月 7 日（金） 
14:30～16:30 
11 名 

1. まち歩きオリエンテーション 
2. まち歩きワークショップ 
3. 意見交換・ワークショップ 

第 3 回 

ワークショップ 

平成 25 年 8 月 7 日（水） 
14:00～16:30 
 
7 名 

1. 今後の進め方、連絡係について 
2. ﾀｳﾝｾﾝﾀｰまちづくり構想作成について 
3. 意見交換・ワークショップ 
4. 今後の活動方針 

樹木調査 平成 25 年 9 月 20 日（金） 
9:30～11:30 
 
5 名 

1. 樹木調査（街路樹の樹種、生育状況等） 
2. 生育状況が良くない樹木や場所（枯木等）

に対する改善策 
3. 道路・沿道空間の景観向上、街路樹・植

栽帯、緑化スペースの管理への助言 
目的：グループとしてこれから取り組んでいく活動について意見交換 
成果：まち歩きや樹木調査を実施し、まちの現状と課題を再確認 
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●イベントの開催と振り返りワークショップ 

タイトル 日時、参加人数 内 容 
第 4 回 

ワークショップ 

平成 25 年 10 月 2 日（水） 
14:00～16:00 
 
9 名 

1. タウンセンター活性化の今後の見取り、

前回のおさらい等 
2. まちづくり構想－タウンセンター活性化

計画(案)－の概要について 
3. メンバーより活動報告（地域資源マップ

作成、イベント準備・進行等について） 
イベント第 1 弾 

「パンとワイン

と音楽と」 

平成 25 年 10 月 22 日（火） 
16:00～18:00 
参加者計 62 名 

タウンセンター地区内のポンパドウルとの

共催（会場スペース提供、パンの準備）、筑

波ハムの協力のもと、つくばの食と音楽のミ

ニコンサートを楽しむ交流イベントを開催 
第 5 回 

ワークショップ 

（グリーンとの

合同ＷＳ） 

平成 25 年 11 月 25 日（月） 
9:30～11:45 
 
10 名 

1. ポンパドウルイベント「パンとワインと

音楽と」を振り返って 
2. グリーンとタウンとの連携した活動につ

いて 
3. グループの今後の方針 

第 6 回 

ワークショップ 

平成 26 年 1 月 24 日（金） 
     14:00～ 

1. 合同連絡会の振り返り及びこれからの活

動方針など 
2. 年間計画について 
3. イベント案の検討 

第 7 回 

ワークショップ 

平成 26 年 2 月 13 日（木） 
     11：30～ 

1. 4 月イベント「パンとワインと音楽と」

の開催概要について 
2. 開催に向けたスケジュールについて 

目的：最初の取り組みとして、交流づくり、賑わいづくりイベントを開催することに

し、その成功に向けて準備 
成果：店舗等の理解と協力を得て第 1 弾イベント「パンとワインと音楽と」を開催 

これを継続し、定着させていくために、次回開催に向けての準備にも取りか

かった 
グループとしての体制づくりについては、メンバー拡充を含め、今後の課題 
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③歴史文化・地域資源系 

   葛城地区のいいところをみんなに紹介したい。「TV の地域情報番組に取り上げ

られるような地区にしたい」 

   これまでの勉強会のネタだけでなく、さらに新たに地域資源を発掘して、それ

らを自信を持って紹介する。そう“自慢”マップをつくろうということになりま

した。 

   このように、このグループは最初のプロジェクトの絞り込みが比較的すんなり

と運び、マップづくりの具体化に向けて動き出しました。 

   ・現地調査や聞き取り調査を行う 

   ・100 件洗い出しして、「自慢できる場所 20 件」と「ベストビューポイント 10

件」に絞り込む 

   ・地図への掲載箇所については持ち主や責任者へ個別訪問を行い、承認を得る 

   ・おすすめの散策コースを設定し、テスト歩行する 

  ということなどを進めていくことになりました。 

 

歴史文化・地域資源系グループのワークショップ等の開催経緯 

●自慢マップ作成に向けたワークショップ 

タイトル 
日 時 

参加人数 
内 容 

第 1 回 

ワークショップ 

平成 25 年 3 月 27 日（水） 
13:30～15:30 
 
11 名 

1.グループ化について 
2.マップのイメージについて 
3.その他 

第 2 回 

ワークショップ 

平成 25 年 5 月 22 日（水） 
13:30～15:30 
 
11 名 

1.探検隊の報告 
2.マップの事例紹介 
3.自慢マップ作成のための検討資料提示 

(ア) 歴史文化・地域資源、おすすめビ

ューポイント等の整理、散歩コー

スの設定 
4.つくば市地域まちづくり団体への 

グループ登録 
第 3 回 

ワークショップ 

平成 25 年 7 月 8 日（月） 
9:30～12:00 
 
10 名 

1.活動団体登録完了報告 
2.自慢マップの第 1 次案の提示と説明 
3.小冊子の編集 
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第 4 回 

ワークショップ 

平成 25 年 9 月 9 日（月） 
9:30～12:00 
 
7 名 

1.葛城地区のまちづくりパンフレット 
配布、補足説明 

2.グループの愛称、名刺等について 
3.自慢マップの第 2 次案の提示と説明 
4.散策コースマップについて 
5.印刷部数、配布方法、費用等 
6.小冊子の進捗について 
7.これからのスケジュール 
8.活動テーマの選定 

第 5 回 

ワークショップ 

 

平成 25 年 10 月 28 日（月） 
9:00～12:00 
 
10 名 

1.市役所にてまちづくり推進団体への 
まちづくり支援についてのガイダンス 

2.散策ルートテスト歩行 

第 6 回 

ワークショップ 

 

平成 26 年 2 月 7 日（金） 
10:30～12:00 
 
6 名 

1.研究学園自慢マップの進捗確認作業 
2.散策マップコース決定 
3.印刷に向けたスケジュール確認等 

第 7 回 

ワークショップ 

 

平成 26 年 3 月 6 日（木） 
10:30～12:00 
 
5 名 

1.研究学園自慢マップ最終校正作業 
2.配布作業に向けた役割分担等確認 

目的：シンボルプロジェクト（自慢マップづくり）の推進とともに、 
   グループとしての体制固めを行う 
成果：自慢マップと散策ルートマップを作成し、地域に配布 
   作成にあたっては、つくば市のアイラブつくば制度に申請し、補助金を受けた 
   つくば市地域まちづくり団体へのグループ登録を行った 
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４ 活動が本格化（平成 25 年度後半から） 

 
（1）各グループの体制固めと全体の会の創設 

   グループ名については二転三転しましたが、最終的に以下のように決まりまし

た。 

   ・みどり系─「グリーンの会」 

   ・センター系─「タウンの会」 

   ・歴史文化・地域資源系─「カルチャーの会」 

   そして、それぞれの名称の前に「研究学園グリーンネックレス」を冠すること

にしました。まちづくりビジョン グリーンネックレス構想を実現するために活

動する団体である、ということを明確にしたということになります。 

   各会は規約を作り、代表、会計等を置き、会費を徴収することにしました。会

費はボランティア保険加入費等にあてることにしています。 

 
   また、各会が全体でまとまって行う必要のある活動（まちづくりセミナーの開

催や比較的大がかりなプロジェクト、資金の確保など）や共通する課題の解決な

どに対処するため横断的な組織的機能づくりにも取りかかり「研究学園グリーン

ネックレスの会」を設けました。この件については後述します。 

 
（2）グリーンの会の活動状況 

   各会のメンバーは 10 名程度で、メンバー拡充が大きな課題になっています。

その中でもグリーンの会は花壇管理など日々継続していく活動が主となってい

ることなどからメンバーが参加しやすく、勉強会当時のモニターがメンバーに移

行している他に、まちづくりセミナー（後述）などをきっかけにして新規加入者

も増えている状況です。平成 27 年 1 月時点でグリーンの会メンバーは 20 名に達

しました。お花が大好きな小学生の男の子が、お母さんにお願いして入会してき

たというケースもあります。 

   会をリードしているのは、駅前のマンションに住む二組のご夫婦。目の前に、

会が管理している花壇や街路樹枡がありますので、すぐに行けます。別の言い方

をすれば、気になるところがあったら、すぐに行かなければなりません。 

   駅前周辺の花壇の水やり、草取りなど活動が外から見えやすい分、体力的に大

変なところもあり、さらに多くの仲間集めに苦心しています。 
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  ①民有地の花壇管理 

   オーナーの了解を得て、まち歩きで注目していた素敵なパン屋さんの駐車場の

一角にミニガーデンをつくることから取り組みました。（オーナーはモニター当

時からずっと参加していただいている方で、後に全体会の代表に選ばれています） 

   花壇づくりといっても好き勝手に植えてはもともとのおしゃれな空間が台無し

になってしまいます。そこで、当財団は研究会

メンバーの NPO birth、NPO GreenWorks に

依頼して、3 回のガーデニング講座を開き、座

学と実践で小粋な花壇ができあがりました。お

店との関連性も考慮し、コンセプトはフランス

風ガーデンというものです。 

   また、駅前のホテル周辺の花壇づくりにも協力しました。（こちらの経営者もモ

ニター当時から参加していただいている方で、現在は全体会のアドバイザーに就

任しています） 

   民有地における花苗代等の直接経費は、オーナーとの話し合いで、オーナー側

に負担していただき、グリーンの会はデザイン企画から植え付け、管理までを財

団が支援し、継続して実施しています。 

 

     

 

       

 

 

 
    植えつけ前        植えつけ直後 

 

 

 

 
植え付けから半年後 
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  ②駅前の街路樹枡の管理 

   街路樹についてもまち歩き等で気になったものの

一つです。元気のない街路樹、足下は除草しても雑

草が生えてしまいます。 

   グリーンの会はそのうち 10 枡を、つくば市のア

ダプト制度に申請し管理していくことにしました。

新しい樹木に植替えするのは資金的にも困難です

が、除草して、枡の中を花苗できれいにしていきまし

た。 

   花苗は、つくば市の制度を活用して現物支給のほか

補助金の申請で対応しています。 

その後はメンバーが自ら花苗の栽培にも着手する

ようになり、最近ではハンドメイドのプランターまで

完成させました。このプランターは木材を組んでバー

ナーで焦がしを入れたものでなかなか好評のようです。 

 

 

 

         

 

 

 

 
  ③お揃いのユニフォーム 

 グリーンの会は日々の活動で駅前を動くことが多い

ので、活動を知ってもらうには絶好のチャンスです。

そこでメンバーは、目立ってアピールしようとユニフ

ォームを揃えることにしました。 

ものは運動部が練習試合などでチームの区別をつ

けるために着用するビブス。軽くて、どんな服の上か

らでも着用できて、統一感もとれて、なかなかのアイ

デアものです。しかも安くて…。 

 

31



12 
 

 
（3）タウンの会の活動状況 

  ①タウンセンターまち歩き 

   勉強会で好評を博したまち歩き。今回は、駅前周辺をじっくりと徒歩で観察し、

あらためて良さと可能性と課題を発見しました。 

   この日は昼間だけでなく夜の駅前の状況も確認しようと、通りが見えるホテル

1F のイタリアンレストランを予約。メンバーと研究会合計 20 名弱で懇親を兼ね

た状況観察会を開催しました。時期は 6 月初旬で天候もまずまず、1 時間弱の歩

行の後の飲食は最高でしたが、あくまでも状況観察会です。（念のため） 

 
  ②樹木調査 

   タウンセンターまち歩きで気になった点の一つが街路樹等の状況。そこでメン

バーが知り合いの樹木医の協力を取り付け、一緒に歩いてもらいながらアドバイ

スをいただきました。 

街路樹の状況は水不足などにより枯木も数本あり、足下の枡は雑草が生い茂っ

ています。こういったことを通して、前述のようにグリーンの会が街路樹枡のア

ダプト管理など活動に結びつけていくことになります。 

 
  ③季節ごとの賑わいづくり 

   前述の①、②はタウンセンターまちづくり構想作成のために、ということが主

目的ですが、具体の賑わいづくり、交流づくりイベントも実現させていきました。 

   場所は、まち歩きで注目していたパン屋さんと駅前のホテル界隈。現状でも素

敵な空間であり、ここから葛城の良さを地域内外に発信しようと、音楽を主にし

たイベントを企画しました。 
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  「パンとワインと音楽と」 

   パン屋さんの駐車場で平成 25 年 10 月 22 日に開いたイベント。おいしいパン

を食べながら、地元で主に活動する音楽

家（フルート奏者とジャズピアニスト）

の演奏を、秋の夕べに楽しんでもらおう

と企画しました。さらに優雅なひととき

になるようにとワインも準備。料金は

1,500円。ワインは別料金で 1杯 300円。

当日は天候にも恵まれ、60 名を超える

方々で賑わいました。 

   反省点もいろいろ出ました。優雅なひとときのためにワインを準備したのです

が、予算の都合上グラスでなくプラスチック製コップであったこと、日が沈むと

結構寒くなること、どうにか開催できたがメンバーも少しは楽しめる余裕がほし

かったことなど。 

   催しは定着させていくことも大事な要素ですから、このイベントも平成 26 年

度には春と秋に開催。できることから改善を加え、フラメンコギターにスペイン

ワインを組み合わせるなど回ごとにテーマ性を持たせてパワーアップさせてい

ます。日程はお店の休業日に設定し、お店の多大な協力で焼き立てパンを準備し

てもらっていたのですが、都合で休業日がなくなることになり、これからどう対

応していくかが大きな課題になっています。 

 また、予算のことで言えば、演奏

家に対してもわずかばかりの謝礼で

ご了解をいただきました。その交渉

もメンバー自ら。それにしてもグリ

ーンネックレスの会にはいろんな方

が集まったものだとつくづく思いま

す。今回、音楽家をお呼びできたの

もメンバーのネットワークがあったからで、このメンバーは、和から洋まで様々

な音楽家との接点があり、専門的な音響機器も所有しています。出演交渉からマ

イクやアンプのセッティングまで音楽分野の一切を取り仕切りました。それでも

音楽に関することはあくまでも趣味の延長、本職は工房経営者です。 
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  「トワイライト音楽祭 2014～よろずの灯り～」 

   将来、地区を代表するような大がかりなイベントも必要ではないか、というこ

とで駅前広場を使っての大型イベントを平成 26 年 7 月 26 日に開催。ピーク時の

観客約 300 名、夕方の 4 時半から夜 8 時まで 4 組のジャズバンドやサクソフォン

アンサンブルなどに出演してもらい、トータルで 600 名ほどの聴衆で賑わいまし

た。今になってみると、具体の活動を開始してから 1 年くらいでよくここまでで

きたなあと思います。 

   成功の要因は、演奏者の力、よく練ら

れたプログラムとプロの司会者による

巧みな盛り上げなどいくつもの要素が

絡み合っていますが、グリーンネックレ

スの会だけでなく、地元の団体（NPO 研

究学園・葛城、研究学園駅センター地区

協議会）、市民有志による実行委員会を組織し、地域として取り組めたことも重

要な要素です。そして、近隣のマンション管理組合に事前に説明して理解を得た

ことなども忘れてはならないポイントです。 

実行委員長は例の音楽が趣味の工房経営者。グリーンネックレスの会全体で取

り組みましたが、中心となったのがタウンの会です。タウンの会は工房経営者の

男性と 3 人の女性が中心となって切り盛りされており、やはりメンバー拡充が課

題です。どうしても目の前の開催準備に追われがちですが、こういうイベントを

メンバー加入のきっかけづくりとして意識しておくことも必要です。会に若い人

の体力と感性が必要、とはメンバー談。現メンバーも十分若々しいと思うのです

が、あえて年齢には触れません。 

   トワイライト音楽祭に話を戻します。公共空間での開催なので誰でも聴けます。

なので料金は取れません。つくば市と市教委に後援いただき、公益財団法人つく

ば文化振興財団に申請して支援金※を受け、また、地元店舗を回って協賛金を集

めました。この支援金と協賛金が開催費用となります。 

    
※公益財団法人つくば文化振興財団の芸術文化活動支援事業 

     つくば文化振興財団と当財団等が協議を重ねて平成 26 年度に実現した、

つくば文化振興財団の事業。特定寄附金を財源として、地域団体の地域貢献

的な活動に対して財政的、人的支援を行い、芸術文化の振興に資するという

もので、当財団はこの事業に対して特定寄附を行っています。 
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   また、会場には子供さんたちが思い思いの絵を描いた竹灯篭が並べられ、演奏

者と聴衆はやわらかな灯りに包まれま

す。この竹灯篭も重要なポイントの一つ。

竹は地元の協力で伐り出しを行い、実行

委員が灯篭として切り揃えました。 

そして、絵を描いて完成品にするため

に事前にワークショップを開催。音楽祭

の 1 週間前、近隣の大規模商業施設において 3 日連続で開いたこのワークショッ

プは、多くの子供たちで賑わい、その親御さんたちに対しても音楽祭の趣旨と内

容を PR するのに絶好の機会となりました。 

   これら一連の取り組みを通して、グリーンネックレスの会としては、イベント

開催の様々なノウハウを手に入れることができ、地域との連携ができた取り組み

となりました。 

 

 
（4）カルチャーの会の活動状況 

  ①自慢マップづくり 

   この会にも、いろんな特技を持ってらっしゃる方がいます。玄人跣の腕前の絵

の描き手、地域の歴史を調べてガイドしながら歩くという高尚な趣味の持ち主、

会の代表は雑誌やラジオの川柳コンテストで毎年コンスタントに作品を上位に

食い込ませている強者。会はまずマップづくりを進めていくことになりますが、

皆さんの自己紹介を聞いていると、どんなマップになるんだろうかとワクワクし

てきます。 

   まずは現地調査、聞き取り調査を行うことになりますが、数名ごとにチームを

組んでどの方面を担当するかを決めていきます。従来からこの地域に住まわれて

いるメンバーが案内役を買って出てくれました。組んだチームの名称は「探検隊」。

A 探検隊は面野井方面、C 探検隊は苅間方面という具合です。メンバーのほとん

どは還暦を過ぎていますが結構ノリノリです。 

   資金は、つくば市に申請し、まちづくり活動団体が行う事業などに対する支援

の制度であるアイラブつくば補助金を受けられることになりました。（当財団は

この制度に対して公益目的支出として毎年寄附を行っています） 
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   平成25年3月に初会合を開いてから1年。

翌 26 年 3 月にマップは完成しました。絵の

描き手が表紙を含め 10 枚以上のイラストを

担当し、掲載写真もメンバーが撮影している

ものがほとんどです。 

   また、おすすめポイントを紹介、自慢する

だけでなく、マップを手にした皆さんに実際

に歩いてもらおうと散策マップも差し込みで

つくりました。将来的には地域の全方面を案

内できるようにしていく予定ですが、その第

1 号（科学万博記念公園方面）を同時発行し

ています。ガイド役のメンバーが事前の下調

べをした上で、他のメンバーとご近所の方た

ちを誘ってテスト歩行をして完成させたもの

です。 

このように書いてくると、順調のようにみ

えますが、やはり、そう簡単には進みません

でした。ただ、この苦労は会にとっての貴重

なノウハウの蓄積ということでもあります。

地元の古老の方々などとお知り合いになった

こと、でもそれはちゃんと段取りを踏んで取

りかからないとならないこと、思うように資

料が集まらなかったこと、思い通りに掲載許

可が取れなかったこと、逆に掲載の薄い方面

も出てしまったこと。そして、イラストや写真の配置、向きなどマップとして見

やすいものにするための基本のスキルも実際の製作の中で学びました。 

特に代表は全体の取りまとめ役ですから、校正、印刷業者の選定、また、つく

ば市から補助金を受けているので年度内完成とその報告書づくりなど処理する

項目が多岐に渡り、完成までの最後の約 1 か月は時間との競争です。 

   「仕事ならともかく地域活動、ボランティア活動で、時間に追われるような取

り組みをしているというのはどうなんだろう」。こういう疑問の声も上がります。

しかし、もう完成は目の前、生みの苦しみということなのでしょうか。アイラブ

つくばというつくば市の補助金が入ることは、資金面だけでなく、公的な取り組
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みとして認められているということであり、そのことは責任も発生しているとい

うことにもなり、それを現実として認識できたということでも意味があったと思

われます。 

   100 点満点でなくても、とにかく第一弾を完成させよう。そして評価を受けて、

次につなげていこうと気持ちを持ち直しました。葛城三原則の第一原則、できる

ことから始めて、そして、第一弾ができました。 

 

 

      

 

      

 

 

 

 

 

 
  ②地域ガイドの展開 

   平成 26 年度、当財団は茨城県公募の、葛城地区にある県管理の大規模緑地に

ついてのビジョン及び行動計画作成業務に応募し、業務を受託することになりま

した。住民参加の里山づくりを進めていくことなどを柱にして検討を重ねていき

ましたが、住民参加のきっかけづくりとして、散策、維持管理、環境教育の３つ

の観点で実際にイベントを開催。このうち散策イベントについては、カルチャー

の会に協力を依頼しました。 

   開催は平成 26 年 10 月で、この

頃にはカルチャーの会では、地域

各方面でのガイド用データがそろ

ってきています（神社仏閣、遺跡

などが主です）。この方面のデータ

もありますが、それでも再度、試

歩を行い、説明資料を整理し直し

て当日に臨んでくれました。 

   ルートは新市街地から既存集落の道を通って緑地に入るというものですが、会
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では、このルートにひまわりを植えて素敵な散策道にできないか検討中です。地

権者の了解、会としての維持管理方法など課題はたくさんあります。 

 
  ③郷土史サロン 

   古くから地元に住まわれている方は、実にいろんなお話をご存じです。メンバ

ーはマップづくり、地域ガイドを通していろんな方とお知り合いになり、貴重な

お話を伺っています。探検隊だけでなく、もっと多くの人にこういう機会がつく

れないだろうか。でも、地元の歴史講座などと銘打ってしまうと、話す方もプレ

ッシャーだろうし…。郷土史「サロン」とは絶妙のネーミングです。気軽に好き

な人が集まって、気さくに話し合う。 

   その第 1 回が平成 26 年 10 月 30 日に開催されました。まずは葛城だけでなく、

つくば全体の歴史をおさらいしようということで、元つくば市教育長で公民館講

座などを数多く担当する方にお願いをしました。この方は話が面白く、何度も講

座に通うファンもいるなどで、あっという間に申し込みは 30 名を超えました。 

   今回はサロンとしては規模が大きめです。内容は盛り上がり、大いに勉強にな

りましたが、次回以降についてハードルを高めに設定してしまったようです。 

次にお話しをしていただきたい地元の方がなかなか決まらない状況が続いた

のですが、今般、一般財団法人日本自動車研究所の方が引き受けてくれました。

同研究所は筑波研究学園都市が出来る以前から葛城地区に大規模な高速試験場

等を設け、日本の自動車産業の発展、技術の進展に大きく寄与しています。 
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（5）全体の取り組み 

  ①全体の会の創設 

   それぞれの会は独立した会でありますが、各会が全体でまとまって行う活動、

共通する課題の解決などに対処するための横断的な会として設けたのが「研究学

園グリーンネックレスの会」。この全体会と各会の関係を大きなことで例えれば

国連と各国のようなものになりましょうか。 

   ただ、このあたりはどうしても混同しがちで、各会が全体会の部会のようなと

らえ方をするメンバーもおり、今後さらに認識の統一と分かりやすい整理をして

いくことが課題にもなっています。 

   全体会の規約は、グリーンネックレス構想を実現するために活動する団体の集
．．．．

まり
．．

と定めており、各会は独立した団体であることを明確にしています。そして、

団体間の交流を促進し、他団体等との連携の推進を図り、活動状況等を広く PR

して活動の輪を広げていくことを目的としています。 

   さらに、目的の条文の中には、メンバーの意向で『新たに開発される全国の「ま

ち」に於けるコミュニティづくりの参考になることを目指す』という文言を入れ

ることになり、そういう意識でこれから取り組んでいくんだという熱い気持ちも

込められています。 

   代表は、「パンとワインと音楽と」で協力いただいているパン屋さんのオーナー。

まちをよりよくするには「集い、潤い、学ぶ」機会をつくって、それを実行して

いくことが重要と以前から発言されています。 

   以前から発言されているのですが、各会の現状と照らし合わせると、 

   集い＝タウンの会の賑わいづくり・交流づくりイベントなど 

   潤い＝グリーンの会の花と緑の管理、花壇づくりなど 

   学ぶ＝カルチャーの会の地域資源発見、郷土史サロンなど 

  と、きれいに一致しています。 

 
  ②合同連絡会、定例役員会 

   各会が独立した動きをするようになる分、横の連絡、連携は手薄になりがちで

す。そこで平成 25 年 12 月、合同連絡会を開催しました。各会が活動報告を行い、

研究会メンバーにも参加してもらってコメントをもらいました。 

   ただ、単発的な会ではお互い報告だけで、突っ込んだ議論にはなりません。次

の展開は役員会の定例化です。平成 26 年 2 月、規約をつくって、役員を決めて、

毎月 1 回、役員会を開くことにしました。各会の活動報告、課題の共有と対策に
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ついての意見交換、全体で取り組むプロジェクトの話し合いなどをしています。

ここに当財団からも気づいた点などを提案、報告しています。 

   なお、こういう流れについては、千葉で美化活動や自然観察会、講演会などに

取り組んでいる「おゆみの道 緑とせせらぎの会」など、各地の先進事例を参考

にさせてもらっています。各地の事例を調べていくと、それぞれメインとなる取

り組みがありますが、それだけでは活動グループは上手く機能しません。よくヒ

ト、モノ、カネと言われますが、事務局機能や広報、会計など組織的に動いてい

くためには欠かせない機能があります。 

   このような課題も会の取り組みが進むにつれて徐々に見えてきました。例えば

オーケストラが演奏会を定期的に開いていくためには楽器が得意な人、好きな人

だけでは成り立たなく、事前の会場手配や開催案内の広報、当日の会場案内など

が必要です。 

誰が何を担当していくのか、会が組織的に機能して、そしてそれが継続してい

くためにはどうしていけばよいか。当然の話ではありますが、会の活動が活発化

するに伴い、明らかになってきた大きな課題です。 

 
  ③まちづくりセミナー 

   合同連絡会で各会の活動報告を聞いた研究会メンバーからは、会の取り組みは

素晴らしいが、それをどうやって外部に発信していくかが課題、との指摘を受け

ました。 

   平成 26 年 4 月に開催したまちづくりセミナー（共催：グリーンネックレスの

会、NPO 研究学園・葛城、研究学園駅センター地区協議会、つくば都市交通セン

ター、後援：茨城県、つくば市）では、グリーンネックレス構想を広く知っても

らうことと、これをきっかけにメンバー拡充に結びつけていくことなどをねらい

としました。 

   また先進事例では「守谷野鳥の森などの取り組みについて」と題して、行動的

な市民ボランティアで組織され、ユニークな協働活動で知られる守谷市観光協会

会長にご登壇いただきました。守谷のこれらの取り組みは先にふれたリブコムに

おいて銀賞を獲得しています。 

   100 名規模で計画したセミナーですが、定員を超える方々にお越しいただきま

した。 

   ビジョンをまとめてから、このセミナーまでの間は 1 年と約 2 か月。会場アン

ケートでグリーンネックレス構想について聞いたところ、「だいたいの内容は知
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っている」が 34％で、「聞いたことはある」は 28％、「初めて知った」という回

答が最も多く 38％という結果でした。もっともっと周知を図る必要があります。 

   今後、グリーンネックレスの活動やセミナーに参加してみたいと思いますか、

の問いには、7 割以上の方が「はい」と答えています。そして、参加いただいた

方の中には、その日のうちにグリーンの会に入会された方もおり、その後も、ア

ンケートを頼りに参加希望者との接触を図り、数名の方が入会されました。 

   開催から半年以上経って連絡をくれた方もいました。ずっと気になってはいた

ものの、グリーンネックレスの会の熱心な活動を見ていると、自分としてはちょ

っと気が引けると感じて躊躇していたそうです。気楽にできる範囲で、楽しく活

動しましょうと説明して納得してもらって入会してもらいました。 

   そういう風に見ている方もいるんだ、と気づかされました。確かにそうかもし

れません。活動の実績を積んで、軌道に乗せてと、メンバーは必死に取り組んで

きました。でも、それが悲壮感のようになってしまったら元も子もありません。 

   充実感があって、自然と笑顔がこぼれるような取り組み。こうなるように財団

もしっかりと支援をしていかなければなりません。 

 
  ④外部の声を聞く 

   平成 25 年の年末は内部関係者による合同連絡会でしたが、平成 26 年末は小美

玉市の方と意見交換会を行いました。『住民主役・行政支援による「小美玉市ま

るごと文化ホール」』を掲げ、住民主役の劇場運営や新たなまちづくりスタイル

を実践し、全国から注目が集まっている先進的な小美玉の事例を聞き、グリーン

ネックレスの会からも現況を報告し、外からはどう見えるのか率直な意見とアド

バイスをもらおうと企画しました。 

   小美玉市の方は次のように述べています。 

・グリーンネックレスの会は、自己満足度が高く、結束している雰囲気も素晴

らしい 

・ただ、結束が強くなれば、その分新規参加しにくくなるのは市民活動組織の

常。本気で人の輪を拡大しようと願いアクションを起こし続けることが大切

で、活動を継続し、活動する人が増えていくにはこれからが正念場 

   ・現段階で、会は徐々に主体的に取り組む方向へ、としているのは絶妙のタイ

ミング 

   他地域の事例を聞いて、また、自分たちのことについても意見をもらう。この

意見交換は今後も継続させていきたい取り組みの一つです。 
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第３章  これからも続いていく活動を目指して 

 
１ 当財団の取り組みの経緯 

 
   葛城まち育てについて、当財団は平成 27 年度までを一つの目安に期間設定し

て取り組んできました。もちろん期限が到来したら取り組みがゼロになるわけで

はありません。 

   ただ、私たちが考える葛城まち育ては、ゼロから勉強会を始め、まちづくりビ

ジョンを共有し、活動グループを組成し、そのグループが自立して継続していけ

る筋道を立てていくことです。 

   ここまで振り返ってきた平成 26 年度途中までの会の状況は、おこがましいの

ですが、子供でいうと 15 の春は卒業して、18 の春も過ぎたのではないかと思い

ます。 

 
   前述の小美玉市の方は、会が主体的に取り組む方向に進むのに、今がいいタイ

ミングとおっしゃっています。 

   当財団が各地に出向いて行っている事例調査で、中間支援を行っている NPO

法人などと意見交換しても 3～5 年で市民活動グループの自立を促していくのは

望ましい方向のようです。 

   ただ、各地の話を聞くと、ここから難しいのは、それまで地元としては「中間

支援組織が頑張っているから一緒にやってみよう」ということで、やらされ感が

あったことや、中間支援組織が頑張り過ぎると市民は「おんぶにだっこ」になる

ことなどの指摘です。 

 
   本書ではここまで、会の動きを中心に述べてきましたが、ここでは当財団自身

としてどのように考えてこの取り組みを進めてきたかを振り返ってみます。 

   
  ①当財団が主導して組成 

   平成 23 年度末、つくば市と共同で地域住民の方を対象にアンケートを実施し、

モニターの方々を対象に平成 24 年度に開催したまち育て勉強会、平成 25 年度の

テーマ別ワークショップ開催という流れは、活動グループの組成ということを目

標に進めてきたものです。ただし、当財団だけでは対処しきれない問題もありま

すので専門家からなる研究会を組織し、その事務局を当財団が担当しました。 
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   研究会事務局として当財団は、勉強会、ワークショップでの議論の進め方を検

討していきましたが、それを研究会に諮って専門家との議論により方向付けがで

きていったのが全体を推し進める上で大きく作用したと考えています。 

   また、３つのテーマに分かれて実施したワークショップでは研究会の専門家が

ワークショップを受け持ちましたが、当財団も一つのテーマ（歴史文化・地域資

源系）を担当しました。 

   当財団の担当部署は未経験者揃いですので、シンボルプロジェクトをどう具体

化するか、そのための段取り、各メンバーから出される様々な意見に対する合意

形成の方法など上司や専門家に学びながら同時進行で進めていくことになりま

す。どうしても円滑な進行とはならない部分も多々ありましたが、こういうこと

を通してメンバーの方々と徐々に意志の疎通が図れるようにもなってきました。 

 
  ②会の誕生と自立化に向けての支援 

   テーマ別ワークショップを経て平成 25 年度に３つの会が誕生しました。それ

ぞれの会は、シンボルプロジェクトの実施に向けて検討を重ねます。実施するに

あたっては体制もしっかりしなければなりませんので、組織機能の強化も図って

いきました。規約を作り、役員会を定例化し、プロジェクト実施にあたっての補

助金の申請も行いました。 

これらシンボルプロジェクトの企画と実施、組織機能の強化それぞれの検討に

ついて当財団が調整しながら進めていきました。当財団が事例等を示しながら、

メンバーと議論して一つ一つ決めていったという具合です。 

   また、この頃までは、当財団が会合の日程調整から会場手配、資料準備まで全

て行っていましたが、会の組織機能の強化を図るには事務局機能をしっかりさせ

る必要がありますので、会に事務取りまとめ、広報、会計を置き、担当者を決め

ていきました。 

   シンボルプロジェクトについてはそもそもメンバーが興味を持っていることで

すので筋道が整理できれば自ら進んでいきやすいものですが、会場手配や資料準

備は面倒なものです。しかし、ここがきちんとしていないと会の自立化は程遠い

と考え、メンバーに説明しながら、会合日時の連絡調整や会場の予約などをメン

バーに担当してもらうようにしていきました。現在では会の進行、議事録の作成、

打合せ資料の作成もメンバーが実施し、それらを取りまとめる事務局長も決まり

ました。 

   課題はどうしても中心的メンバーに役割が集中してしまうことで、地域への浸
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透を図りイベントやセミナーなど様々な機会を活用してメンバーの拡充を図っ

ていかなければなりません。 

 
  ③行政、企業と当財団との連携 

   つくば市と当財団とは平成 24 年 5 月につくば市のまちづくりについて相互の

協力を促進するための協定を結びました。葛城地区のまち育てに関することだけ

でなく、交通問題等も含め情報共有を図り相互の役割分担を調整して共同調査な

どを実施しています。 

   葛城地区にある主要企業と当財団とで交流会合も行っています。当財団が声掛

けし、平成 25 年 9 月に会合を開き、現在 8 組織で情報交換、意見交換を行って

います。当財団はこの会合で、グリーンネックレスの会の情報を報告し、会と地

域企業の橋渡しになるよう努めています。 

 
  ④特定寄附 

   当財団は、地域団体の地域貢献活動などが円滑に進むよう、つくば市のアイラ

ブつくばの制度と公益財団法人つくば文化振興財団の芸術文化活動支援事業に

対する特定寄附を行っています。 

前述したようにグリーンネックレスの会はマップづくりやイベント開催費用、

花苗購入等の一部にこの補助金等を活用しています。 
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２ 会の課題と、これからの進め方について（今後に向けてのアンケートから） 

 

   研究会では平成 26 年末に、会のメンバーや関係団体等にアンケートを行いま

した。持続可能なまちづくりの仕組みづくりを検討するために、各自がとらえる

これまでの取り組みの評価と到達点、これから先の会の課題とニーズなどを明ら

かにして、平成 27 年度以降の取り組みにつなげていこうとするものです。 

   現在、集計中で、途中段階の集計結果ですが、いろいろとヒントも見えてきま

した。 

 

①実績評価（活動、メンバー拡充等） 

   自分たちの活動についての満足度では、グリーンの会は「かなりの実績ができ

た」と回答したメンバーが多く、一方、タウンの会、カルチャーの会では「そこ

そこの実績ができた」と感じているメンバーが比較的多い状況です。 

これは活動内容自体の差によるところが大きいものと考えられ、日々の活動を

続けるグリーンの会に対し、タウンの会は季節ごとのイベント開催が主となって

おり、「その日だけのイベントになっていないか。シンボルプロジェクトの賑わ

いづくりに役立ったのだろうか」という疑問を持つメンバーもおり、そのことな

どが実績評価の差になっているのではないかと思われます。ただ、こういう意識

を持ち続け、常に自己点検しながら進んでいくことは必要な作業です。そして、

イベントに限ったことではありませんが活動は継続していくことが大切ですの

で、ビジョンを振り返り、当財団と話し合いながら、一つ一つ実績を積み重ねて

いってほしいと思っています。 

メンバー拡充については、これまでの新規メンバーの加入状況をみると、セミ

ナー等を通じて興味のある方が加入してくれたというのが大半で、各会が積極的

に仲間集めをしたかというとまだまだの状況です。イベントの参加者、また、今

後の開催を検討しているワークショップや講座などの参加者に対してアプロー

チしていくことから始めていくのが必要ではないでしょうか。 

現状ではグリーンの会に比較的多くの新規メンバーが集まってきており、現在

20 名という状況です。このような中、「拡大したいが組織の維持管理を考えると

躊躇する」という意見があります。各会ともメンバー拡充を大きな課題としてい

ますが、現にメンバーが増えている会では、会のマネジメントを考えると現状の

ままメンバーが増えていくことに対して不安要素があるということでしょう。 

新規メンバーをどう集めるかということだけでなく、集まった結果、メンバー
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個々がどういう役割を担って、会としてどう進んでいくかということについても

皆でしっかりと話し合っていく必要があります。 

 
②会の運営 

   会の運営、話し合いの進め方も磨きをかけていく必要があります。これまで行

ってきたものがどうだったか、何が足りなかったかなど、メンバーの皆さんに振

り返ってもらい、次につなげていこうとアンケート項目に盛り込みました。 

   気持ちよく話し合いを進めるために、・人の意見を否定しない・アイデアをたく

さん出す・話し合いを楽しむ─など、一般的によく言われている基本的なルール

を掲示し、それが実行できていたかどうかを問うものです。 

   「全部実行できている」はハードルが高いので、そこまで回答は多くないので

すが、「概ね実行できている」と多くのメンバーがとらえています。 

   ただ、自由意見では「活動が主体となっており、意見交換まではいっていない」

「話し合い自体を楽しむゆとりはなかった」「目の前のことばかりで」などがあ

り、概ね実行できたというものの、改善の余地はたくさんありそうです。 

   「話し合いを楽しむことを重視し、少し突飛でも無理そうなことでもどんどん

意見が出るといいと思う」という意見もありました。今以上にこういう雰囲気づ

くりを心掛ける必要があります。何度も例を出して恐縮ですが、小美玉では物事

を決めていくキチッとした会議とともに、“茶飲み話”を重視しているそうです。

これも参考にしたい取り組みの一つです。 

 
③会の活動を持続的に進めていくには 

   まず、今後、より力を入れていきたい項目では「資金獲得」と「会の活動が、

地域市民に貢献し受け入れられること」が最も多く、次いで「仲間を集めること」

となっています。 

   資金獲得についても大きな課題の一つです。これもグリーンネックレスの会に

限らず、どこでも同じような悩みを抱えているようです。行政の補助金、公益法

人の公募助成金、協賛金などが考えられますが、公的な補助金、助成金に関して

はたくさんの選択肢がある中から、その制度と取り組もうとする活動が上手くマ

ッチするものなのかどうかを見極め、また、細かいことですが申請書の書き方の

精度を上げていくことなども重要な要素です。 

   「会の活動が地域に受け入れられること」。市民協働の取り組み、地域の活動グ

ループの取り組みにおいてこの観点は絶対に欠かせないものですが、メンバーの
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多くもそれを考えているということであります。 

   活動グループはどこかで趣味性に走り出すことがある、とよく言われています

から、公益性を常に意識し判断材料の根底に置いておく必要があります。そして、

その点検作業として第三者、地域の声を聞くため、例えば定期的なアンケートな

どの実施を進めていく必要があります。 

 
④会と当財団の、これからの関係など 

   当財団としては、勉強会から始めたことが、この取り組みが進展してきた大き

な要素の一つととらえています。 

メンバーからも「勉強会の目的も主旨も全体像も 1～2 年活動した今になって

やっと分かってきた」、「何となく参加しているうちに自分の考えていた活動につ

ながってきている」などの意見がありました。 

ただ、「少し急ぎ過ぎているように感じます。期限を設定した目標は必要です

が、会社の仕事と違い、自然体が一番良いと思います」という意見もあります。

これは、会として主体的に取り組むべきと考えているからこその意見であるとも

いえ、「最初の頃は“おんぶにだっこ”で頼りっぱなしだったが、少しずつ“親

離れ”ができているように思う」というように考えているメンバーもいます。 

 
しかし、では「どこまで頼っていいのか、線引きの判断が難しくなってきた」

の意見のように、グリーンネックレスの会と財団は今後、どういう関係にしてい

けばいいのか、ということを整理していかなければなりません。 

   「今までどおり関わってほしい」、「引き続き強力な支援を」という意見もあり

ますが、「各会が問題にぶつかったときの相談窓口」の意見のような対応を基本

にするべきではないかと考えています。 

   そして、「講習会、講演会の講師の派遣等」「他のモデルとなる地区の紹介、交

流の仲介」という意見のように、会としてスキルアップするための実践的な講習、

研修や他地区との交流を、会と財団で共同で開催できるような関係性構築にもっ

ていければと考えています。 

   
事業の 3 要素と言われる「ヒト、モノ、カネ」。その観点で上記のことを整理

しますと、まず、当財団はいつでも相談に応じ、これまでもそうだったようにメ

ンバーが気軽に話しに来られる場づくりに努めていくことが必要です。そのため
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7 
 

には当財団は今まで以上にノウハウ蓄積などを図って実力を向上させ、これに応

えられるようにしていかなければなりません。 

メンバーは新しい仲間づくりとともに自分たちもさらにレベルアップしてい

こうと考えています。そのためには研修、講習、他地区との交流などが必要で、

これらを通して会の担い手が育成されることになり、当財団はそのために講習会

の共同開催や交流の仲介などで支援をしていくことを考えています。 

そして資金の手当てについては、当財団の公益目的支出である特定寄附をつく

ば市やつくば文化振興財団に対して継続して実施する予定であり、会はこの制度

をこれまで以上に活用してもらうとともに、各種助成金の申請などについても当

財団がアドバイスしながら、また、協賛金など地域との連携も図りながら進んで

いくことが必要と考えています。 
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「みんなで始めるまち育て」 第 1 回 勉強会 

【第1回勉強会】　葛城地区でのまちづくりについて

開催場所：つくば市役所会議室2階　203・204 参加者数：33名

開催日時：平成24年5月25日（金）　13：30～15：00

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
勉
強
会
内
容
］

1.開会

2.つくば市挨拶（TXまちづくり推進課課長大久保氏）

3.住みよいまちづくりについての主旨説明（財団理事長　伊藤）
　
4.「葛城・研究学園地区まち育てアンケート」結果報告
　・H24年2月にポスティングにより行った、まちづくりについてのアンケートの結果報告

5.事例紹介
　事例 1）埼玉県越谷市越谷レイクタウンの事例
　　　　・市民主体のまちづくり活動を紹介。
　　　　・越谷レイクタウンのまちづくりがリブコムで賞を獲得したことなど紹介。
　事例 2）葛城地区で現在おこなわれている活動事例
　　　　・現在葛城地区でどのような活動が行われているかを紹介（千本桜植樹やイルミネーション）。
　
6.質疑応答

7.今後の予定
　マップづくりについて概要説明

［
勉
強
会
で
の
意
見
な
ど
］

質疑応答の中での意見
　（質問等）
　・インフラが整備されていない中で、コミュニケーションだけでは無理があるのでは？
　・自分たちのまちは自分たちで作ることが重要だと思う。
　・若い子育て世代も含めたまちづくりが必要である。
　・早い段階でグループを作ってその中で議論を進めたい。
　

勉強会終了後のアンケートによる勉強会についての意見・感想
　・いろいろと知っていくと、素晴らしいまちになると思えた。
　・地域の良さを生かした事業、新しいまちづくりを考えた事業、両方考えたことをやっていきたい。
　・レイクタウンのまちづくりの事例は参考になったが、現時点研究学園区域の未来図、問題点を全員で交流
　しながら考えた方が優先課題では？
　・まちづくりのスタートということで、概要がよくわかった。
　関心が高いこともわかり今後の活動に住民の意向が
　反映されていくことも期待でき、参加してよかったと感じた。
　

） 

） 

49

平
成
24
年
度 

資
料



〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 〈 当 日 資 料 〉 
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〈 ア ン ケ ー ト 集 計 表 〉 
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「みんなで始めるまち育て」 第 2 回 勉強会 

他スタッフ 9 名 参加者数：15名

【第２回勉強会】　　地域資源マップづくりワークショップ

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
勉
強
会
内
容
］

1.開会
2.ワークショップの進め方の説明
　・事前にモニターの皆さんから提案のあった地域資源情報をマップに記載し、
地域資源マップを見ながら、現状と今後のまちづくりにどのように活かしていくかを話し合う。
　・班分けについては、事務局側が、新旧、男女などバランスをみて編成。
3.モニターの皆様から事前に提案された地域資源の概要説明
　・地域資源マップ及びリストの確認
※第２回の案内状とともに、地域資源情報の提案を依頼。事前に収集。
4.スタッフ（ワークショップを補佐するファシリテーター）の紹介
　・A班、B班の２つのグループに分かれて、それぞれにファシリテーター2名（A班：神谷・宮奈　B班：伊藤・袖山）を配置
5.ワークショップ（グループごと話し合い）
　・A0サイズで準備した作業用地域資源マップ（現状を赤シール、提案を青シールで表示）を見ながら、まちづくりへの提案
等意見を出し合った。
6.グループごと発表とまとめ
　・ディスカッション終了後、それぞれの班の代表者（A班：佐々木氏　B班：金川氏）が発表した。
7.今後の予定
　・第3回勉強会まちあるきについて

開催場所：つくば市役所会議室2階　203

［
勉
強
会
で
の
意
見
な
ど
］

ワークショップまとめ
　【A班】A班は、研究学園駅周辺にある、新しい区域のまちづくりについて多くの意見があった。
　　　 A班では、次の４つのポイントが重要というまとめになった。
　　　①市民参加で、まちを一緒に作る
　　　②気軽に集まれるグループを作る
　　　③商業者を巻き込んで活動を展開する
　　　④新旧住民の情報交換の必要性
　【B班】B班は、新しく開発された地区の周辺にある、昔からの地域についての意見が多く出た。
　　　B班では、次の5つのポイントが重要というまとめになった。
　　　①自分たちの住んでいるまちを知る
　　　②地域の履歴を残す方策を考える。
　　　③新旧住民の交流の場を作る
　　　④これからのまちづくりには、若い人たちの意見が重要
　　　⑤地域のみんなが集まれる場（特に若い人たち）、イベント、情報ネットワークづくりの必要性

　その他ワークショップで出された地域資源情報や提案
　　　・かつては筑波山までつづいていたという旧道がある
　　　・それぞれの資源を自転車で巡れるようにネットワークさせた「自転車のまちづくり」の推進
　　　・蓮沼川の土手の草を整備して、散歩道を作る
　　　・ポンパドール（パン屋）には、パンの職人世界大会のメダリストがいる
　　　・蜂の巣公園から東南に伸びる道路途中には、火の神様と水の神様が奉られている
　　　・記念公園にはきれいな花菖蒲がある　　　　など。
　
　ワークショップでは、古くから住んでいる方達と最近移り住んできた方との関わりが勉強会によってできはじめ、さまざ
まな情報交換がなされていた。

地域資源情報を事前収集開催日時：平成24年7月17日（火）　14：00～15：30

（10 月実施予定） 

を配置 

が発表した。 
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〈アンケート集計表〉 
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開催日時：平成24年10月23日（火）　13：15～16：30

【第３回勉強会】　　地域資源まち歩きワークショップ

開催場所：葛城地区 参加者数：26名

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
勉
強
会
内
容
］

1.開会
　・まちあるきに使用する資料の説明、及び注意事項等の連絡
2.まちあるき
　・これまでの勉強会でモニターの皆さんから提案のあった地域資源の中から、13ヶ所をまち歩きのポイントとし、実際
に徒歩とバスで現地を巡り、地域資源を再認識、再発見するまち歩き勉強会。
　・視察しながら気づいたことや、提案、感想などをチェックシートに記入した。
[チェックポイント]
　①つくば市役所⇒②TX高架下⇒③駅前公園⇒④古民家⇒⑤千本桜⇒⑥蓮沼川周辺（弁天様）
　⑦八坂神社⇒⑧公共緑地予定地⇒⑨研究学園駅前広場⇒⑩1号近隣公園⇒⑪整備前空地⇒
　⑫テーダ松並木⇒⑬愛宕神社・権現神社

［
勉
強
会
で
の
意
見
な
ど
］

まち歩きエピソード
　１．八坂神社
　　古くからこの地区にお住いの方の計らいにより、八坂神社宮司のお話を聞けた。
　　いつもは閉まっている本堂に入って、葛城地区の古い歴史や、参拝の仕方までいろ
　　いろな話を聞くことができた。

　２．愛宕神社・権現神社
　　面野井地区にある蜂の巣公園から東南に伸びている林道の中にある愛宕・権現神社では、
　　地元の方より、神社までの林道の整備の話などいろいろとお話をしていただいた。
　　参加者のなかには、「こんなところがあるなんて知らなかった」や、「初めて参拝した」、「奥まって
　　いるが、土を踏んで歩くととても気持ち良かった」などの意見が多く、周辺に住んでいながら知らな
　　かった地域資源を知ることができた。

全体まとめ
　・市役所や、地区公園、駅前の広場など：木陰がなく夏は非常に暑い。
　・古民家：あまり知られておらず、利用の方法などが周知できていない。
　・千本桜：NPOとの協力、連携、話し合いが必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など、地域資源の再認識、再発見がなされた。

「みんなで始めるまち育て」 第 3 回 勉強会 

コーディネーター他 16 名 
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〈当日資料に、まちあるき後の参加者からの意見等（表の右欄）を記入〉 
※数字は管理番号（同一番号は同一参加者からの意見を示す） 〈当日の意見等集計資料〉 

59

平
成
24
年
度 

資
料



 〈当日の意見等集計資料〉
〈当日資料に、まちあるき後の参加者からの意見等（表の右欄）を記入〉 

※数字は管理番号（同一番号は同一参加者からの意見を示す） 〈当日の意見等集計資料〉 
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〈当日の意見等集計資料〉

〈当日資料に、まちあるき後の参加者からの意見等（表の右欄）を記入〉 
※数字は管理番号（同一番号は同一参加者からの意見を示す） 〈当日の意見等集計資料〉 
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「みんなで始めるまち育て」 第 4 回 勉強会 

コーディネーター他 16 名 参加者数：24名

［
勉
強
会
で
の
意
見
な
ど
］

ワークショップグループごとまとめ・意見
　【Aグループ】
　　・もともとの自然を大事にした管理をしていきたい。　・市民を巻き込んだ管理
　　・生き物にぎわう水辺づくり　・マップ作り（歴史資産マップや、パワースポットマップなど）
　　・遊歩道や、散歩道づくり　・通り(道路）に名前（愛称）をつける　・農家の朝市　　　など
　【Bグループ】
　　・林の整備や千本桜育成　　・野外活動　　・水辺づくり
　　・マップづくり（ｻｲｸﾘﾝｸﾞマップ・お散歩マップ）　　・ｵｰﾌﾟﾝカフェやマルシェ　　・高架下の活用
　　・道路や公園の愛称を考える（募集）　　・サイバータウン　　など
　【Cグループ】
　　・いろんな研究所、地域の専門家による人材を活用し（学ぶ機会をつくる）、緑の再生
　　・生き物がたくさんいる　　・出会い、広場（プラザ）の文化でつくば全体をいきいきと。
　　・桜祭りなどのお祭り　　・つくばスタイル館（古民家）の活用　　・「つくば恋歌」を作る　　など
　【Dグループ】
　　・まち全体が公園に！　　・緑を豊かに緑の中をゆっくり散歩できるまちに
　　・駅前の賑やかさ。わざわざ来たくなるｵｰﾌﾟﾝカフェ、地元野菜の朝市
　　・市民参加の花壇作り　　・遊歩道や散歩道づくり　　　など

ワークショップ全体の感想
　研究会座長
　　まちづくりビジョンとは、「まちの未来への恋歌を描き、唄うことである」の提案
　　→Cグループ発表者より「つくば恋歌」を作る、提案。
　 　　※ ：つくばに移り住んで約2年、この地を「ふるさと」としたいと思っている。
　　　　　　　　　ふるさととして愛着を持ち、充実した生活にするために「歌」を作りたい。

【第４回勉強会】　　地域資源マップの共有

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
勉
強
会
内
容
］

1.開会
2.概要説明（地域資源マップの共有）
　第3回目までの勉強会を通して得られた地域資源マップを見ながらまちづくりのポイントや他地区のまちづくり事例を
示し、葛城地区でのまちづくりビジョンづくりについて説明。その後4つのグループに分かれてやってみたいプロジェクトな
どについてワークショップを行った。
グループ分け方法は、事前に新旧・男女比等、バランスをみて1グループ5から6人にて構成。それぞれのグループに
ファシリテータを2名ずつと記録係1名を配置。つくば市の方には、オブザーバーとし全体を観察していただいた。
（ファシリテータ）A Gr：金子・磯脇　B Gr：伊藤・佐藤　C Gr：神谷・丹　D Gr:宮奈・袖山・久保田
（記録係）　　 A Gr：福田　　　 B Gr：野村　　　 C Gr：山下　　D Gr：櫻井
3.ワークショップ
 地域資源を落とし込んだイラストマップを各グループに配置し、地域資源を再確認。これまでの意見等より葛城の地
域資源は、「みどり資源の活用」、「駅前センターの活性化」、「歴史文化資産の活用」の３つの視点に特徴づけら
れることを理解。それらの視点とともに、新たな視点や資源について、これからどのように活用していくか、どんな活動を
していきたいか、また新たな資源やテーマについて自由に付箋に記入しながら、さまざまな意見交換を行った。
4.グループごと発表とまとめ
　それぞれのグループの代表者が発表　　A:磯脇（コンサル）　B:山形氏　C:松田氏　D宮奈（コンサル）
5.今後の予定

開催場所：イーアスつくば　イーアスホールA

開催日時：平成24年12月4日（火）　14：15～16：30
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〈当日の様子〉 
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〈 当 日 資 料 〉 
〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 
〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 
〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 
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〈 ア ン ケ ー ト 集 計 表 〉 
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〈 ア ン ケ ー ト 集 計 表 〉 
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「みんなで始めるまち育て」 第 5 回 勉強会 

参加者数：25名

開催日時：平成25年2月8日（金）　14：30～16：30

【第５回勉強会】　　葛城まちづくりビジョンについて・テーマ別ワークショップ

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
勉
強
会
内
容
］

1.開会
2.第4回勉強会のまとめ
3.葛城まちづくりビジョン「グリーンネックレス構想」（案）についての説明
4.テーマ別ワークショップ（緑・タウンセンター・歴史文化）
　・第4回勉強会後にモニター全員に行った、興味のあるテーマについてのアンケートに基づきグループ分けされたメン
バーにてテーマごとに具体的なプロジェクトについて話し合った。
　・各グループにファシリテータ2名を配置し、研究会メンバーも適宜配置。つくば市は、オブザーバーとして全体観察

ワークショップの目的・視点
　緑系グループ・・・シンボルプロジェクトについて現状の確認。
　　　　　　　　緑を育むために、プロジェクトの進め方や思いを共有

　タウンセンター系グループ・・・駅前スペースの使い方
　　　　　　　　葛城地区内の既存の活動、団体、内容等を知る。
　　　　　　　　これから取り組みたいと考えている活動をどのように実現していくか。
　　　　　　　　まちづくりに関わる主体を理解する。

　歴史文化系・・・シンボルプロジェクトの再確認
　　　　　　　　どのようなマップを作るか。
　　　　　　　  H25年度活動計画（案）の検討
5.今後の予定

開催場所：イーアスつくば　イーアスホールA・B

［
勉
強
会
で
の
意
見
な
ど
］

ワークショップ内容
　(みどり系）
　　千本桜プロジェクトについて、「NPO研究学園・葛城」より現状と課題についてお話しいただいた。
　　植栽後の管理をどうするか、情報提供する方法がなく、困っている。

　（タウンセンター）
　　現在研究学園駅周辺で行われている活動・活動団体について地元の方からお話しいただいた。

　（歴史文化）
　　マップ作りをするかどうかも含め、どのような方向にするか話し合った。

ワークショップエピソード
　（みどり系）
　　千本桜プロジェクトの紹介に時間を要し、市民緑地は話し合いが十分できなかった。

　（タウンセンター）
　　林さんが自分の提案が無視されたと、異議。シンボルプロジェクトが絞り切れなかった。

　（歴史文化）
　　マップ作りの目的がはっきりしない。自分たちの地域の自慢マップを作ることでまずは落ち着いた。

コーディネーター他 16 名 

参加者の一人が自分の提案が無視されたと、異議。シンボルプロジェクトが絞り切れなかった。 
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〈ワークショップでの意見とグループごとの資料〉 
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〈ワークショップでの意見とグループごとの資料〉 
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〈 当 日 資 料 〉 
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〈 当 日 資 料 〉 
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平成 25年度 

テ ー マ 別 グ ル ー プ の 活 動            

            

（１）全体の活動経緯 

（２）みどり系グループの活動概要 

（３）タウンセンター系グループの活動概要 

（４）歴史文化・地域資源系グループの活動概要 
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（１）全体の活動経緯 

 
平成 25 年度は、まち育て事業の先導的なモデルとして、各グループで以下の 3 つの

テーマに基づいてワークショップを開催し、グループから活動団体としての組織化、で

きることから始める活動（シンボルプロジェクト）について参加者間で議論しあい、活

動を行った。 
 

□先行的に取り組む３つのテーマ 
 みどりの計画 みどり系グループ 

 タウンセンター活性化計画 タウンセンター系グループ 

 歴史・文化・地域資源を活かす計画 歴史文化・地域資源系グループ 

 
 
平成 25 年度に開催されたテーマ別グループのワークショップ等は以下のとおりであ

る。 
 

□3 グループのワークショップ等の開催経緯 
 

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

歴史文化・
地域資源系

タウンセン
ター系

3/27

4/13
4/22

5/19 5/22

6/76/9

7/6

9/7

10/4
10/18

11/24

8/7

10/2

11/25

7/8

9/9

10/28

みどり系

12/11　合同連絡会

W.S.1

W.S.2

W.S.3

W.S.4

W.S.5

W.S.1

W.S.2

W.S.3

W.S.4

W.S.5

W.S.1(UR)

W.S.2(UR)

W.S.3(UR)

W.S.4(UR)

W.S.1

ﾐﾆW.S.1, 2

W.S.2

2/8
W.S.3

3/9

ミニセミナー

1/24
W.S.6

2/13
W.S.7

2/7

3/6

W.S.6

W.S.7W.S.4

※その他、個別での調

査活動、打ち合わせ

等が実施されてい

る。 
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（２）みどり系グループの活動概要 

 
平成 25 年度のみどり系グループの活動は、グリーンネックレスのビジョンに基づき、

「森」「花」「農」のあるまちづくりの一環として、タウンセンター系グループのイベン

トと併せた花壇づくりミニワークショップを行った。この民地での花植え活動をきっか

けに、その後、市道での植栽枡管理へと取組みが進展しつつある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★ポンパドウル花壇 （H25.10 月） 
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（３）タウンセンター系グループの活動概要 

 
平成 25 年度のタウンセンター系グループの活動は、駅周辺街区をより魅力的で活気

あるエリアとするために、賑わいづくり、界隈づくりが可能な場所や地域資源を現地調

査やまちあるきを通して現状を把握した上で、グループとしてこれから取り組んでいく

プロジェクト案としてまず次のような活動が想定された。 
 
● イルミネーションの改善  

… デザインコーディネートによる魅力向上 
● 駅前空間、歩行者空間などを活用したオープンカフェなど  

… 先行モデルの検討 
● 駅前空間、歩行者空間、沿道空間などの環境美化、環境改善、修景 

…街路樹や花による演出で豊かで華やかな空間とする。 
 沿道の駐車場の設えなど、民地側の緑化空間の改善策を提案する。 

● 新たなイベントや活動の創出 
… 先行モデル、場所等の検討 
 

それぞれの事業は、実現に向けて、先行して活動している団体等との調整や連携可能

性、管理者（市）との調整、地権者との調整、活動組織づくり、資金調達等の課題をク

リアする必要があり、活動スタートには様々な準備、実現に向けた具体的なプランや事

業計画が必要である。そのため、それら個々のプロジェクトが、どのような考えのもと

実施されるのかを明確にするため、前年度作成されたまちづくりビジョンに基づき、タ

ウンセンターの活性化計画（まちづくり構想）を作成することとした。 
当該地区では、センター地区協議会、NPO 等の既存の団体が類似する目的で活動を

進めており、当グループがどのような組織として、また互いにどのような役割を担い活

動していくのが望ましいか等については慎重に検討し、適時、当グループメンバーであ

る協議会会長、NPO 会長とともに協議の場を設けた。 
第 3 回目 W.S.にて、できることから具体の活動をしていくことでメンバーの意見が

一致し、 
● ポンパドウルイベントの企画、開催 
● タウンセンターの地域資源マップ作成 
を活動の大きな柱とすることとした。 
ポンパドウルイベントは、地権者のご協力を得て、店舗内及び敷地をお借りし、パン

とワインと音楽、交流を楽しむことを目的とした第一弾のイベントを 10 月に開催した。 
また、地域資源マップ作成にあたっては、タウンセンターの地域資源の一つである街

路空間、沿道空間、街路樹などに着目し、地域の樹木医のご協力を得て共に樹木調査を

行い、緑の実態を把握した（9 月実施）。 
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〈イベントチラシ〉 
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（４）歴史文化・地域資源系グループの活動概要 

 
平成 25 年度の歴史文化・地域資源系グループの活動は、前年度の勉強会での議論や

まちあるきを経て魅力や認識が高まった地域資源とともに、新たに発掘する地域資源と

して主に歴史文化・地域資源を取りあげた「葛城自慢マップ」を作成することをシンボ

ルプロジェクトとし、活動を進めていくこととした。 
 
● つくば市地域まちづくりグループへの登録 

平成 25 年 6 月につくば市の「地域まちづくりグループ」への登録を行い、アドバ

イザー派遣や学習会支援を受けられるようになった。 
● アイラブつくばまちづくり補助金制度への申請 

自慢マップ作成、印刷費用として、つくば市の活動団体支援制度への申請を行い

助成金を受けた。 
 
平成 25 年度の自慢マップ作成までの活動は以下のとおりである。 
 
①研究学園の周辺の史跡や文化財の現地調査や聞取り調査 

②ベストビューポイントを含む自慢できる場所 100 件の洗い出しと場所確認 

③散策ルートの設定とテスト歩行の実施 
次の段階として、 

④自慢マップの主テーマの「自慢できる箇所 20 箇所」「ビューポイント 10 箇所」を

選定。 

⑤自慢できる箇所 20 箇所の全ての持ち主や責任者への個別訪問を行い、マップへの

掲載承認を得る。 

⑥散策コースは、1 コースを市民の方と計 20 名で試験歩行を実施。 

⑦具体的な地図編集作業をスタートさせ、絵の得意な会員は自慢箇所をスケッチで描

き、写真の得意な会員は写真撮影をそれぞれが担い、地図の編集構成も会員がアイ

デアを出し合いながら進めた。 

⑧印刷は 3,000 部を外部に発注した。印刷費は、つくば市の「アイラブつくばまちづ

くり補助金事業」の助成金を活用した。 

⑨完成品は「自慢マップ」と「散策コース NO.1」として、公共機関に掲出をお願い

し、住民には区会入会者へ個別配布した。 
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〈自慢マップ表紙〉 
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〈自慢マップ裏表紙〉 
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〈自慢マップ中面〉 
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（１）研究学園グリーンネックレスの会 

（２）グリーンの会 

（３）タウンの会 

（４）カルチャーの会 

平成 26年度 

グリーンネックレスの会の活動及び 
各会の活動資料 
（チラシ・写真） 
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（１）研究学園グリーンネックレスの会 

★研究学園駅地区まちづくりセミナー ４月 
〈セミナーチラシ〉 
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〈来場者アンケート〉 
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（２）グリーンの会 

★ガーデニングセミナー（H26.4～6） 
   ・ガーデニングセミナー①（H26.4.6） 

 
 ・ガーデニングセミナー②（H26.5.11） 

 
 
 ・ガーデニングセミナー③（H26.6.9） 

 
 
 

〈活動写真〉 
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★植樹枡 H26.5 月 

 
★駅前ベンチ H26.5 月 

 

〈活動写真〉 
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（３）タウンの会の活動 

 ・「パンとワインと音楽と」イベント開催 〈イベントチラシイメージ〉 
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〈活動写真〉 
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・トワイライト音楽祭 2014～よろずの灯り～ 
〈イベントチラシ〉 
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〈活動写真〉 
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・「パンとワインと音楽と ～スペインの夕べ」イベント開催 
  〈イベントチラシイメージ〉
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 〈活動写真〉 
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（４）カルチャーの会の活動 

 ・大規模緑地里山観察ツアーイベントガイド実施 

 

〈イベントチラシ〉 

〈当日配布マップ〉 
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 ・郷土史サロン（第１回）  
   開催日時：平成 26 年 10 月 30 日（木） 13:30～15：30 
 

 

〈案内チラシ〉 
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・郷土史サロン（第２回）   
 開催日時：平成 27 年 1 月 29 日（木） 13:30～16：00  

〈案内チラシ〉 
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・郷土史サロン（第 1 回） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

・郷土史サロン（第 2 回） 
 

〈活動写真〉 
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回
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回
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第
2
回
勉
強
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第
1
回
勉
強
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Ｇ
Ｎ
　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
発
行

か
け
が
わ
街
づ
く
り
㈱
と
意
見
交
換
会

（
於
；
財
団
会
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ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
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催
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あとがき 
 
 葛城まち育てにつきましては、住民の皆様、地元の各団体、研究会、行政、企業等

多くの方々のご理解とご協力で進んでいます。あらためてこの場を借りてお礼申し上

げます。 

 私たちまち育て事業チームは、これからも財団内外から多くの教示を受け進んでい

こうと考えています。 

 不安なこともたくさんありますが、明日からまた、グリーンネックレスの会の皆さ

んとどうしよう、こうしようとお話しをするのは楽しみです。 
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